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ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
倒
産
法
改
正
法

　
　
参
事
官
草
案
に
つ
い
て
（
二
）

　
　
ー
内
容
の
概
略
と
草
案
の
仮
訳
1

三

上

威

彦

60

前
　
書
　
ぎ

　
一
、
概
　
　
要

　
二
、
本
草
案
に
至
る
ま
で
の
経
過

　
三
．
改
正
の
目
的

　
四
、
参
事
官
草
案
の
基
本
的
特
色

　
五
、
翻
訳
上
の
注
意
点

　
六
、
謝
　
　
辞

翻
訳
　
参
事
官
草
案

　
第
一
編
倒
産
法

第第第第第第
六五四三二一
章章章章章章

総
則

倒
産
手
続
の
開
始
…

倒
産
手
続
の
開
始
の
効
力

倒
産
財
団
の
管
理
お
よ
び
換
価
－

倒
産
債
権
者
の
満
足
・
免
貴

倒
産
計
画
…

：
（
以
上
四
号
）

人
以
上
本
号
）

人
以
上
六
号
）

　
第
七
章
　
倒
産
手
続
の
廃
止

第
八
章
　
倒
産
手
続
の
特
別
の
種
類

第
二
編
法
律
の
廃
止

第
三
編
倒
産
手
続
外
に
お
け
る
債
務
者
の
法
律
的
行
為
の
取
消
に

　
　
　
関
す
る
法
律
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
（
以
上
七
号
・
完
）

　
　
　
　
第
三
章
　
倒
産
手
続
0
開
始
の
効
力

第
網
節
　
一
般
的
効
力

第
八
六
条
　
〔
管
理
権
お
よ
び
処
分
権
の
移
転
〕

　
e
　
倒
産
手
続
の
開
始
に
よ
り
、
倒
産
財
団
に
属
す
る
財
産
を
管
理
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
う
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
　
も
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち

ま
た
は
そ
れ
に
関
し
処
分
を
な
す
債
務
者
の
権
利
は
倒
産
管
財
人
に
移
転

ヤ
　
　
ヤ

す
る
。

　
⇔
　
債
務
者
に
対
し
て
生
じ
て
い
る
、
特
定
の
者
を
保
護
す
る
こ
と
の
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ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

み
を
目
的
と
す
る
譲
渡
禁
止
（
民
法
第
一
三
五
条
、
第
一
三
六
条
）
は
、
手
続
き

ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

に
お
い
て
は
効
力
を
有
し
な
い
。
強
制
執
行
の
方
法
に
お
け
る
差
押
え

弓
壁
言
昌
巴
ま
た
は
強
制
保
全
措
置
日
①
9
包
品
葛
げ
9
巴
の
効
力
に
関

す
る
規
定
は
そ
れ
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
な
い
。

第
八
七
条
　
〔
債
務
者
の
処
分
〕

　
e
　
債
務
者
が
倒
産
手
続
の
開
始
後
に
倒
産
財
団
の
目
的
物
に
関
し
処

分
を
な
し
た
と
き
は
、
こ
の
処
分
は
無
効
［
暮
且
鱒
器
邑
で
あ
る
．
民
法

第
八
九
二
条
、
第
八
九
三
条
、
登
記
さ
れ
た
船
舶
お
よ
び
建
造
中
の
船
舶

上
の
権
利
に
関
す
る
法
律
第
一
六
条
、
第
一
七
条
お
よ
び
航
空
機
上
の
権

利
に
関
す
ゐ
法
律
第
一
六
条
、
第
U
七
条
は
そ
れ
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け

な
い
．
そ
の
処
分
に
よ
っ
て
財
団
に
利
得
が
生
じ
て
い
る
限
り
、
相
手
方

に
対
し
倒
産
財
団
か
ら
そ
の
反
対
給
付
を
返
還
す
る
こ
と
を
要
す
る
。

　
⇔
　
債
務
者
の
雇
用
関
係
か
ら
生
七
る
給
与
ま
た
は
そ
れ
に
代
わ
る
継

続
的
な
給
与
に
つ
い
て
の
将
来
の
債
権
に
関
す
る
処
分
に
つ
い
て
は
、
当

該
給
与
が
倒
産
手
続
の
終
了
後
の
時
期
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
も

第
一
項
を
準
用
す
る
。
倒
産
債
権
者
の
共
同
的
満
足
の
目
的
で
受
託
者
に

こ
の
給
与
を
譲
渡
す
る
債
務
者
の
権
利
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け

な
い
。

　
㊧
　
債
務
者
が
手
続
き
の
開
始
の
当
日
に
処
分
を
な
し
た
と
き
に
は
、

開
始
後
に
処
分
を
な
し
た
も
の
と
推
定
す
る
。

第
八
八
条
　
〔
債
務
者
へ
の
給
付
〕

　
倒
産
手
続
の
開
始
後
に
．
債
務
が
倒
産
財
団
に
対
し
て
履
行
さ
れ
る
べ

き
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
債
務
の
履
行
と
し
て
債
務
者
に
給
付
が
な

さ
れ
た
と
ぎ
は
、
そ
の
給
付
を
な
し
た
者
は
、
給
付
の
時
点
に
お
い
て
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち

続
き
の
開
始
を
知
ら
な
か
っ
た
場
合
に
は
義
務
を
免
れ
る
。
給
付
者
が
開

ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
へ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

始
の
公
告
の
前
に
給
付
を
な
し
て
い
た
と
き
に
は
、
開
始
を
知
ら
な
か
っ

ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

た
も
の
と
推
定
す
る
。

第
八
丸
条
　
〔
相
続
・
継
続
的
財
産
共
同
制
〕

　
e
　
倒
産
手
続
の
開
始
の
前
に
債
務
者
に
つ
き
相
続
も
し
く
は
遺
贈
が

　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

開
始
し
、
ま
た
は
こ
れ
が
手
続
き
の
継
続
中
に
生
じ
た
と
き
は
、
承
認
ま

た
は
放
棄
は
債
務
者
の
み
が
な
し
う
る
。
継
続
的
財
産
共
同
制
の
拒
絶
の

場
合
も
ま
た
同
じ
で
あ
る
。

　
⇔
　
債
務
者
が
先
位
相
続
人
で
あ
る
と
き
は
、
倒
産
管
財
人
は
．
そ
の

処
分
が
民
法
第
二
一
一
五
条
に
よ
り
、
後
位
相
続
の
発
生
の
場
合
に
お
い

て
後
位
相
続
人
に
対
し
て
無
効
で
あ
る
場
合
に
は
、
相
続
の
目
的
物
に
関

し
て
処
分
を
し
て
は
な
ら
な
い
．

第
九
〇
条
　
〔
会
社
ま
た
は
共
同
関
係
の
分
割
〕

　
e
債
務
者
と
第
三
者
と
の
間
に
持
分
共
同
関
係
［
O
。
ヨ
①
ぎ
零
富
津

蜜
昌
卑
琴
耳
亀
窪
］
．
そ
の
他
の
共
同
関
係
ま
た
は
法
人
格
の
な
い
会
社

が
成
立
し
て
い
る
と
き
は
、
財
産
分
割
胃
亀
彗
巴
ま
た
は
そ
の
他
の
残

余
財
産
分
割
［
＞
賃
置
葛
且
震
婁
鍔
濃
］
は
倒
産
手
続
の
外
で
な
す
四
債
務

老
の
そ
こ
で
調
査
さ
れ
た
持
分
に
よ
り
．
当
該
法
律
関
係
か
ら
生
じ
た
請

求
権
に
つ
き
別
除
的
満
足
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
．

　
⇔
　
持
分
共
同
関
係
に
お
い
て
、
共
同
関
係
の
解
消
を
請
求
す
る
権
利

を
永
久
に
も
し
く
は
一
時
的
に
排
除
し
、
ま
た
は
解
約
告
知
期
間
を
定
め

　
　
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

る
合
意
は
手
続
き
に
お
い
て
は
効
力
を
有
し
な
い
．
被
相
続
人
が
そ
の
相

．61
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続
人
の
共
同
関
係
の
た
め
に
行
っ
た
こ
れ
と
同
じ
内
容
の
指
図
に
つ
い
て

も
ま
た
同
じ
で
あ
る
。

第
九
脚
条
　
〔
能
働
訴
訟
の
受
継
〕

　
e
　
倒
産
手
続
の
開
始
の
時
点
に
お
い
て
債
務
者
の
た
め
に
係
属
し
て

い
る
倒
産
財
団
に
属
す
る
財
産
に
関
す
る
訴
訟
は
、
そ
の
ま
ま
の
状
態
に

お
い
て
倒
産
管
財
人
が
受
継
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
受
継
が
遅
延
し
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

き
は
民
事
訴
訟
法
第
二
三
九
条
第
二
項
な
い
し
第
四
項
を
準
用
す
る
。

　
⇔
　
管
財
人
が
訴
訟
の
受
継
を
拒
絶
し
た
と
き
は
、
債
務
者
お
よ
び
そ

の
相
手
方
は
共
に
訴
訟
を
受
継
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
九
二
条
　
〔
特
定
の
受
働
訴
訟
の
受
継
〕

　
e
　
倒
産
手
続
の
開
始
の
時
点
に
お
い
て
債
務
者
に
対
し
て
係
属
し
て

い
る
訴
訟
は
、
そ
れ
が
以
下
の
も
の
に
関
係
す
る
場
合
に
は
、
倒
産
管
財

人
お
よ
び
相
手
方
が
共
に
受
継
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
、
倒
産
財
団
か
ら
の
目
的
物
の
取
戻

　
二
、
別
除
的
満
足
ま
た
は

　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち

　
三
、
財
団
債
務

　
⇔
　
管
財
人
が
請
求
を
た
だ
ち
に
認
諾
す
る
と
き
に
は
、
相
手
方
は
訴

訟
の
費
用
の
償
還
請
求
権
を
倒
産
債
権
者
と
し
て
の
み
主
張
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

第
九
三
条
　
〔
倒
産
債
権
者
の
債
権
〕

　
倒
産
債
権
者
は
そ
の
債
権
を
、
倒
産
手
続
に
関
す
る
規
定
に
よ
っ
て
の

み
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
九
四
条
　
〔
手
続
開
始
前
の
執
行
〕

　
倒
産
債
権
者
が
、
倒
産
手
続
の
開
始
の
申
立
て
の
前
一
月
以
内
に
強
制

　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

執
行
に
よ
っ
て
倒
産
財
団
に
属
す
る
債
務
者
の
財
産
に
つ
き
担
保
を
取
得

し
た
と
き
は
、
こ
の
担
保
は
手
続
き
の
開
始
と
共
に
無
効
と
な
る
。

第
九
五
条
　
〔
執
行
禁
止
〕

　
e
　
個
々
の
倒
産
債
権
者
の
た
め
の
強
制
執
行
は
、
倒
産
手
続
の
継
続

中
は
、
倒
産
財
団
に
対
す
る
も
の
も
債
務
者
の
そ
れ
以
外
の
財
産
に
対
す

る
も
の
も
共
に
許
さ
れ
な
い
。

　
⇔
　
債
務
者
の
雇
用
関
係
か
ら
生
じ
る
給
与
ま
た
は
そ
れ
に
代
わ
る
継

続
的
な
給
与
に
つ
い
て
の
将
来
の
債
権
に
対
す
る
強
制
執
行
は
、
手
続
き

の
継
続
中
は
倒
産
債
権
者
で
は
な
い
債
権
者
の
た
め
に
も
許
さ
れ
な
い
。

　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
う
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
う
　
　
ヤ

こ
れ
は
、
扶
養
請
求
権
ま
た
は
他
の
債
権
者
の
た
め
に
差
押
え
る
こ
と
が

　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ

で
き
な
い
給
与
部
分
に
対
す
る
故
意
の
不
法
行
為
か
ら
生
じ
た
債
権
に
よ

る
強
制
執
行
に
つ
い
て
は
適
用
し
な
い
。

　
㊧
第
一
項
ま
た
は
第
二
項
に
基
づ
き
強
制
執
行
の
許
容
性
に
対
し
て

な
さ
れ
た
抗
弁
に
関
し
て
は
倒
産
裁
判
所
が
裁
判
す
る
。
裁
判
所
は
裁
判

の
前
に
仮
の
命
令
を
発
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
と
く
に
強
制
執
行
を
、
担

保
を
供
し
も
し
く
は
そ
れ
を
供
す
る
こ
と
な
く
仮
に
停
止
し
．
ま
た
は
担

保
を
供
し
て
の
み
続
行
す
ぺ
き
旨
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
九
六
条
　
〔
財
団
債
務
に
お
け
る
執
行
保
護
〕

　
e
　
倒
産
裁
判
所
は
、
財
団
債
務
に
よ
る
強
制
執
行
が
倒
産
手
続
の
実

行
を
著
し
く
困
難
に
す
る
と
き
は
、
倒
産
管
財
人
の
申
立
て
に
よ
り
、
そ

の
強
制
執
行
を
最
高
六
月
ま
で
の
期
間
仮
に
停
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

財
団
債
務
が
管
財
人
の
法
律
的
行
為
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
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あ
る
場
合
は
申
立
て
を
拒
絶
す
る
こ
と
を
要
す
る
。

　
口
以
下
の
債
務
も
、
第
一
項
第
二
文
の
意
味
に
お
け
る
財
団
債
務
と

す
る
。

　
一
、
管
財
人
が
履
行
を
選
択
し
た
双
務
契
約
か
ら
生
じ
る
債
務

　
二
、
管
財
人
が
告
知
を
な
す
こ
と
が
で
き
た
最
初
の
期
日
以
後
の
期
聞

に
つ
い
て
の
継
続
的
債
務
関
係
か
ら
生
じ
る
債
務

　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
三
、
管
財
人
が
倒
産
財
団
の
た
め
に
反
対
給
付
を
請
求
す
る
限
り
に
お

い
て
、
継
続
的
債
務
関
係
か
ら
生
じ
る
債
務

　
白
申
立
て
に
関
す
る
裁
判
の
前
に
は
債
権
者
を
審
尋
す
る
こ
と
を
要

す
る
．
裁
判
に
対
し
て
は
即
時
抗
告
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
再
度
の
停

止
は
認
め
ら
れ
な
い
。

第
九
七
条
　
〔
そ
の
他
の
権
利
取
得
の
排
除
〕

　
e
　
倒
産
財
団
の
目
的
物
に
関
す
る
権
利
は
、
倒
産
手
続
の
開
始
後
は
、

た
と
え
債
務
者
の
処
分
お
よ
び
倒
産
債
務
者
の
た
め
の
強
制
執
行
に
基
づ

く
も
の
で
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
有
効
に
取
得
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
⇔
第
一
項
は
以
下
の
場
合
に
は
適
用
し
な
い
。

　
一
、
倒
産
管
財
人
の
処
分

　
二
、
財
団
債
権
者
の
た
め
の
強
制
執
行

　
三
、
倒
産
財
団
の
目
的
物
に
関
し
て
第
三
者
に
生
じ
て
い
る
権
利
の
譲

渡　
日
　
民
法
第
八
七
八
条
、
第
八
九
二
条
、
第
八
九
三
条
、
登
記
さ
れ
た

船
舶
お
よ
び
建
造
中
の
船
舶
上
の
権
利
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
三
項
、

第
一
六
条
、
第
一
七
条
、
航
空
機
上
の
権
利
に
関
す
る
法
律
第
五
条
第
三

項
、
第
一
六
条
、
第
一
七
条
お
よ
び
海
法
上
の
配
当
法
第
二
〇
条
第
三
項

は
影
響
を
受
け
な
い
。

第
九
八
条
　
〔
共
同
損
害
〕

　
e
　
働
産
働
梅
者
が
倒
産
手
続
の
開
始
の
前
後
に
お
い
て
倒
産
財
団
に

属
す
る
財
産
の
減
少
に
よ
っ
て
共
通
に
被
っ
た
損
害
（
共
同
損
害
）
の
賠
償

　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

に
つ
い
て
の
倒
産
債
権
者
の
請
求
権
は
、
倒
産
手
続
の
継
続
中
は
倒
産
管

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヤ
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
ヤ
　
ち
　
ヤ
　
ヘ

財
人
の
み
が
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
．
こ
の
請
求
権
が
管
財
人
に
向
け

ら
れ
て
い
る
と
き
は
、
新
た
に
任
命
さ
れ
た
倒
産
管
財
人
ま
た
は
特
別
倒

　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

産
管
財
人
の
み
が
こ
れ
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
⇔
　
損
害
賠
償
義
務
を
負
う
者
が
、
第
一
項
の
規
定
に
反
し
て
倒
産
債

権
者
に
給
付
を
な
し
た
と
き
は
、
第
八
八
条
を
準
用
す
る
。

第
九
九
条
　
〔
倒
産
債
権
者
の
損
害
賠
償
訴
訟
〕

　
e
　
倒
産
手
続
の
開
始
の
時
点
に
お
い
て
、
倒
産
債
権
者
の
た
め
に
共

同
損
害
の
賠
償
に
向
け
ら
れ
た
請
求
権
に
関
す
る
訴
訟
が
継
続
し
て
い
る

と
き
は
、
そ
の
訴
訟
は
中
断
す
る
。
訴
訟
は
倒
産
管
財
人
が
受
継
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

と
が
で
き
る
．
受
継
が
遅
滞
し
た
と
き
は
民
事
訴
訟
法
第
…
二
九
条
第
ニ

ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ

項
な
い
し
第
四
項
を
準
用
す
る
。

　
口
管
財
人
は
第
九
八
条
第
一
項
の
基
準
に
よ
り
訴
え
を
交
換
し
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ

た
拡
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
勝
訴
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
も
の
か
ら
は
、

ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
も
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
　
へ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち

訴
訟
の
費
用
を
他
の
権
利
に
先
立
っ
て
債
権
者
に
償
還
す
る
こ
と
を
要
す

を　
㊧
　
管
財
人
が
訴
訟
の
受
継
を
拒
絶
す
る
と
き
は
、
個
々
の
当
事
者
は

費
用
に
関
し
て
こ
の
訴
訟
を
受
継
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
管
財
人
は
、
受

63



濠学研究64巻5号（’91：5）

継
を
拒
絶
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
共
同
損
害
の
賠
償
に
つ
き
独
自
の
訴
え

を
提
起
す
る
権
利
を
失
わ
な
い
。

第
一
〇
〇
条
　
〔
社
員
お
よ
び
配
偶
者
の
人
的
責
任
〕

　
e
　
倒
産
手
続
が
法
人
格
の
な
い
会
社
ま
た
は
株
式
合
資
会
社
の
財
産

に
関
し
て
開
始
さ
れ
た
と
き
は
、
会
社
の
債
務
に
対
す
る
社
員
の
人
的
責

任
は
、
倒
産
手
続
の
継
続
中
は
倒
産
管
財
人
の
み
が
主
張
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
O
　
配
偶
者
が
共
同
し
て
管
理
し
て
い
る
財
産
共
同
制
の
合
有
財
産
に

関
す
る
倒
産
手
続
に
お
い
て
は
、
第
一
項
は
配
偶
者
の
人
的
責
任
に
つ
き

準
用
す
る
。

　
㊧
　
第
九
八
条
第
二
項
お
よ
び
第
九
九
条
は
こ
れ
ら
の
場
合
に
準
用
す

る
。第

一
〇
一
条
　
〔
相
殺
適
状
の
維
持
〕

　
倒
産
債
権
者
が
倒
産
手
続
の
開
始
の
時
点
に
お
い
て
相
殺
の
権
利
を
有

す
る
と
き
は
、
こ
の
権
利
は
手
続
き
に
よ
っ
て
は
影
響
さ
れ
な
い
。

第
一
〇
二
条
　
〔
手
続
き
に
お
け
る
相
殺
適
状
の
成
立
〕

　
相
殺
は
、
倒
産
手
続
の
開
始
の
時
点
に
お
い
て
相
殺
さ
れ
る
べ
き
債
権

の
双
方
ま
た
は
そ
の
一
方
が
条
件
付
き
で
あ
る
か
も
し
く
は
弁
済
期
が
到

来
し
て
い
な
い
こ
と
、
ま
た
は
債
権
が
同
種
の
給
付
に
向
け
ら
れ
た
も
の

で
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
は
排
除
さ
れ
な
い
。
た
だ
し
相
殺
は
そ
の
要
件
が

成
就
し
た
場
合
に
は
じ
め
て
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
第
四
六
条
、
第
五
〇

条
は
こ
の
場
合
に
は
適
用
し
な
い
。

第
一
〇
三
条
　
〔
相
殺
の
不
許
容
性
〕

　
相
殺
は
以
下
の
場
合
に
は
許
さ
れ
な
い
。

　
一
、
倒
産
債
権
者
が
倒
産
手
続
の
開
始
後
に
初
め
て
倒
産
財
団
に
対
し

て
何
ら
か
の
債
務
を
負
担
し
た
場
合

　
二
、
倒
産
債
権
者
が
そ
の
債
権
を
手
続
き
の
開
始
後
に
初
め
て
他
の
債

権
者
か
ら
取
得
し
た
場
合

　
三
、
倒
産
債
権
者
が
相
殺
の
可
能
性
を
、
否
認
し
う
る
法
律
的
行
為
に

よ
っ
て
取
得
し
た
場
合

　
ヤ
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち

　
四
、
債
務
者
の
自
由
財
産
か
ら
履
行
を
受
け
る
べ
き
債
権
の
債
権
者
が
、

ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ち
　
　
ヘ
　
　
ヤ

倒
産
財
団
に
対
し
何
ら
か
の
債
務
を
負
担
し
て
い
る
場
合

第
一
〇
四
条
　
〔
債
務
者
の
情
報
提
供
義
務
〕

　
e
　
債
務
者
は
、
倒
産
裁
判
所
、
倒
産
管
財
人
、
債
権
者
委
員
会
お
よ

び
裁
判
所
の
命
令
が
あ
る
場
合
に
は
債
権
者
集
会
に
対
し
、
手
続
き
に
関

す
る
す
べ
て
の
関
係
に
つ
き
情
報
を
与
え
る
義
務
を
有
す
る
．
債
務
者
は

ま
た
、
犯
罪
行
為
ま
た
は
秩
序
違
反
に
よ
る
訴
追
を
な
す
の
に
役
立
つ
事

実
を
も
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
た
だ
し
債
務
者
が
第
一
文
に

よ
る
義
務
に
よ
っ
て
与
え
る
情
報
は
、
刑
事
手
続
ま
た
は
秩
序
違
反
に
関

す
る
法
律
に
よ
る
手
続
き
に
お
い
て
は
、
債
務
者
ま
た
は
刑
事
訴
訟
法
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

五
二
条
第
一
項
に
示
さ
れ
た
債
務
者
の
親
族
に
対
し
て
は
債
務
老
の
同
意

ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ

が
あ
る
と
き
に
か
ぎ
り
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
⇔
　
倒
産
裁
判
所
は
、
真
実
に
合
致
し
た
陳
述
を
引
き
出
す
た
め
に
必

要
と
思
わ
れ
る
場
合
に
は
、
債
務
者
が
裁
判
所
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
た
情

報
を
誠
実
に
正
確
か
つ
完
全
に
与
え
た
旨
の
宣
誓
に
代
わ
る
保
証
を
調
書

に
な
す
こ
と
を
命
じ
る
。
民
事
訴
訟
法
第
四
七
八
条
な
い
し
第
四
八
○
条
，
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第
四
八
三
条
は
こ
の
場
合
に
準
用
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
め
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
　
ち
　
　
ヤ

　
臼
　
倒
産
裁
判
所
は
、
情
報
提
供
ま
た
は
宣
誓
に
代
わ
る
保
証
を
強
制

ヤ
　
ヤ
　
も
　
ヤ
　
ヤ

す
る
た
め
に
．
債
務
者
を
強
制
的
に
引
致
し
ま
た
審
尋
の
後
拘
留
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
。

第
噌
〇
五
条
　
〔
債
務
者
の
協
力
義
務
〕

　
e
　
債
務
者
は
倒
産
管
財
人
を
そ
の
任
務
の
履
行
に
際
し
て
援
助
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
O
　
倒
産
裁
判
所
は
管
財
人
の
申
立
て
に
よ
り
か
つ
債
務
者
の
審
尋
の

後
に
、
決
定
に
よ
り
、
債
務
者
は
そ
の
協
力
義
務
の
枠
内
に
お
い
て
一
定

の
行
為
を
な
す
べ
き
旨
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
六
五
条
第
二
項
は

こ
の
場
合
に
準
用
す
る
。
こ
の
決
定
に
対
し
て
は
債
務
者
は
即
時
抗
告
を

な
す
こ
と
が
で
き
る
。

第
需
〇
六
条
　
〔
債
務
者
の
準
備
義
務
〕

－
－
e
　
債
務
者
は
．
情
報
提
供
義
務
お
よ
び
協
力
義
務
を
履
行
す
る
た
め

に
．
倒
産
裁
判
所
の
命
令
に
よ
り
い
つ
で
も
処
置
が
取
れ
る
よ
う
に
し
て

お
く
義
務
を
有
す
る
。
債
務
者
は
こ
の
義
務
の
履
行
に
反
す
る
一
切
の
行

為
を
し
で
は
な
ら
な
い
。

　
⇔
　
倒
産
裁
判
所
は
．
以
下
の
場
合
に
は
債
務
者
を
強
制
的
に
引
致
し

ま
た
審
尋
の
後
拘
留
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
、
債
務
者
が
そ
の
情
報
提
供
義
務
お
よ
び
協
力
義
務
の
履
行
を
免
れ

よ
う
と
す
る
場
合
、
と
く
に
逃
亡
の
準
備
を
な
す
場
合
、
ま
た
は

　
二
、
こ
れ
が
、
情
報
提
供
義
務
お
よ
び
協
力
義
務
の
履
行
に
違
反
す
る

債
務
者
の
行
為
を
回
避
す
る
た
め
に
、
と
く
に
倒
産
財
団
の
保
全
の
た
め

に
必
要
で
あ
る
場
合

第
一
〇
七
条
　
〔
郵
便
制
限
〕

　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
や
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
や

　
e
　
債
権
者
に
と
っ
て
不
利
益
と
な
る
債
務
者
の
法
律
的
行
為
を
明
ら

ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
や
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

か
に
し
ま
た
は
防
止
す
る
た
め
に
必
要
と
思
わ
れ
る
限
り
．
倒
産
裁
判
所

ち
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

は
、
倒
産
管
財
人
の
申
立
て
に
よ
り
ま
た
は
職
権
で
、
債
務
者
へ
の
特
定

ち
　
　
セ
　
　
ち
　
　
へ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
へ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

の
ま
た
は
す
ぺ
て
の
郵
便
物
を
管
財
人
に
手
交
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
る
．

ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
へ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヘ

命
令
は
債
務
者
を
審
尋
し
た
後
．
理
由
を
付
し
た
決
定
に
よ
っ
て
行
う
．

こ
の
決
定
に
対
し
て
は
債
務
者
が
、
ま
た
申
立
て
の
棄
却
に
対
し
て
は
管

財
人
が
即
時
抗
告
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
⇔
　
倒
産
管
財
人
は
手
交
さ
れ
た
郵
便
物
を
開
封
す
る
権
利
を
有
す
る
。

そ
の
内
容
が
倒
産
財
団
に
関
係
し
な
い
郵
便
物
は
債
務
者
に
手
交
す
る
こ

と
を
要
す
る
。
債
務
者
は
そ
の
他
の
郵
便
物
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
貧
裁
判
所
は
、
要
件
が
脱
落
し
て
い
る
限
り
管
財
人
を
審
尋
し
た
後

に
そ
の
命
令
を
取
り
消
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
取
消
に
対
し
て
は
管
財

人
は
即
時
抗
告
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
〇
八
条
　
〔
債
務
者
の
立
替
金
と
報
酬
〕

　
e
　
債
務
者
に
は
、
そ
の
情
報
提
供
義
務
と
協
力
義
務
の
履
行
の
際
に

生
じ
た
必
要
な
立
替
金
を
倒
産
財
団
か
ら
償
還
す
る
こ
と
を
要
す
る
。
債

務
者
の
活
動
の
種
類
、
期
間
、
量
か
ら
み
て
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
場
合
に

は
．
こ
の
者
に
財
団
か
ら
報
酬
を
支
払
う
こ
と
を
要
す
る
。

　
O
　
倒
産
管
財
人
と
債
務
者
が
償
還
さ
れ
る
べ
き
立
替
金
の
額
ま
た
は

支
払
わ
れ
る
べ
き
報
酬
の
額
に
つ
き
合
意
に
達
し
な
い
と
き
は
、
債
務
者

お
よ
び
管
財
人
を
審
尋
し
た
後
に
倒
産
裁
判
所
が
裁
判
す
る
。
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第
一
〇
九
条
　
〔
倒
産
財
団
か
ら
の
扶
養
料
〕

　
e
　
必
要
な
扶
養
料
を
そ
の
他
の
財
産
か
ら
支
払
う
こ
と
が
で
き
な
い

か
ぎ
り
、
こ
れ
を
倒
産
財
団
か
ら
債
務
者
に
給
与
す
る
こ
と
を
要
す
る
。

同
様
の
義
務
は
、
民
法
第
一
六
一
五
条
1
、
第
一
六
一
五
条
n
に
よ
る
請

求
権
に
関
し
、
債
務
者
の
未
成
年
の
未
婚
の
子
、
債
務
者
の
配
偶
者
、
債

務
者
の
以
前
の
配
偶
者
お
よ
び
そ
の
非
嫡
出
子
の
母
親
に
対
し
て
生
じ
る
。

債
権
者
集
会
は
そ
れ
以
上
の
援
助
を
承
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
⇔
　
扶
養
料
の
付
与
に
よ
り
他
の
財
団
債
権
者
が
完
全
な
満
足
を
得
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
る
と
き
は
、
権
利
者
へ
の
抹
養
料
給
付
は
同
じ
負
担

分
に
お
い
て
減
額
す
る
こ
と
を
要
す
る
。
た
だ
し
以
前
の
配
偶
者
に
対
す

る
配
偶
者
の
順
位
関
係
に
つ
い
て
は
民
法
第
一
五
八
二
条
を
準
用
す
る
。

　
㊧
倒
産
管
財
人
と
扶
養
権
利
者
が
必
要
な
抹
養
料
の
額
に
つ
き
合
意

に
達
し
な
い
と
き
は
、
管
財
人
お
よ
び
権
利
者
を
審
尋
し
た
後
に
倒
産
裁

判
所
が
裁
判
す
る
。
倒
産
裁
判
所
は
種
々
の
権
利
者
相
互
間
の
順
位
関
係

を
、
こ
れ
ら
の
者
の
申
立
て
に
よ
り
、
か
つ
そ
の
他
の
者
を
審
尋
し
た
後
に
、

妥
当
な
裁
量
に
よ
り
第
二
項
と
は
異
な
っ
て
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
〇
条
　
〔
組
織
上
の
代
表
者
・
被
用
者
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
へ

　
e
　
債
務
者
が
自
然
人
で
な
い
と
き
は
、
第
一
〇
四
条
な
い
し
第
一
〇

ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

八
条
は
債
務
者
の
組
織
上
の
代
表
者
に
準
用
す
る
。
第
一
〇
四
条
は
そ
の

ヤ
　
　
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

ほ
か
、
そ
れ
が
倒
産
手
続
の
開
始
の
申
立
て
の
二
年
以
上
前
に
脱
退
し
た

の
で
は
な
い
か
ぎ
り
、
債
務
者
の
組
織
上
の
以
前
の
代
表
者
に
準
用
す
る
．

ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ

第
｛
〇
九
条
は
、
同
時
に
人
的
に
責
任
を
負
っ
て
い
る
債
務
者
の
社
員
で

ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ヤ

あ
る
組
織
上
の
代
表
者
に
準
用
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
ヤ

　
⇔
　
第
嚇
〇
四
条
第
噌
項
第
一
文
は
債
務
者
の
被
用
者
に
つ
き
準
用
す

る
。第

二
節
　
法
禄
行
為
の
履
行
・
経
営
協
議
会
の
協
力

第
一
一
一
条
　
〔
倒
産
管
財
人
の
選
択
権
〕

　
e
　
双
務
契
約
を
、
倒
産
手
続
の
開
始
の
時
点
に
お
い
て
債
務
者
お
よ

び
そ
の
相
手
方
が
共
に
未
だ
履
行
し
て
お
ら
ず
ま
た
は
完
全
に
は
履
行
し

て
い
な
い
と
き
は
、
倒
産
管
財
人
は
債
務
者
に
代
わ
っ
て
そ
の
契
約
を
履

行
し
か
つ
相
手
方
に
履
行
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
⇔
　
管
財
人
が
履
行
を
拒
絶
し
た
と
き
は
、
相
手
方
は
倒
産
債
権
者
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

し
て
不
履
行
に
よ
る
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
相
手
方
が

ヤ
　
　
ち
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
う
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ぬ
　
　
ヤ
　
　
ち

管
財
人
に
そ
の
選
択
権
の
行
使
を
催
告
し
た
と
き
に
は
．
管
財
人
は
遅
滞

ち
　
ち
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ち
　
　
ヤ
　
ヘ
　
ヤ
　
ヤ
　
　
ヤ
　
ヤ
　
　
ヤ
　
ヤ
　
　
ヤ
　
ヤ
　
　
ヘ
　
ヤ
　
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヘ
　
　
　
　
ち
　
ヤ
　
ヤ

な
く
履
行
を
請
求
す
る
か
否
か
を
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
管
財
人

ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヘ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヤ
　
ヤ

が
選
択
権
の
行
使
を
し
な
い
と
き
は
履
行
を
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
ヘ
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
㊧
　
動
産
の
売
主
が
売
買
代
金
の
支
払
い
ま
で
所
有
権
を
自
己
に
留
保

ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヘ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ち
　
ヘ
　
ヤ
　
ヤ

し
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
点
で
は
売
買
契
約
か
ら
の
義
務
を
履
行
し
て
い

ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち

る
と
き
に
は
、
契
約
は
売
主
に
よ
っ
て
完
全
に
履
行
が
な
さ
れ
て
い
る
も

ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

の
と
す
る
。

第
一
一
二
条
　
〔
定
期
行
為
〕

　
e
　
市
場
価
格
ま
た
は
相
場
価
格
を
有
し
て
い
る
品
物
の
給
付
が
厳
密

に
あ
る
特
定
の
日
時
ま
た
は
特
定
の
期
間
に
つ
き
合
意
さ
れ
．
か
つ
そ
の

時
期
ま
た
は
そ
の
期
間
の
経
過
が
倒
産
手
続
の
開
始
後
に
到
来
す
る
と
き

は
、
履
行
を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
不
履
行
に
よ
る
損
害
賠
償
の
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち

を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
有
価
証
券
お
よ
び
外
国
通
貨
［
聾
薮
注
ギ
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ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ち

。
ぎ
N
昌
冒
眞
当
§
色
も
第
一
文
の
意
味
に
お
け
る
品
物
と
す
る
．

　
⇔
　
損
害
は
、
売
買
価
格
と
、
履
行
地
に
お
け
る
手
続
き
の
開
始
後
の

第
二
平
日
に
お
い
て
、
合
意
さ
れ
た
履
行
時
期
を
伴
っ
た
契
約
に
つ
き
基

準
と
な
る
相
場
価
格
な
い
し
市
場
価
格
と
の
差
額
と
す
る
。

　
㊧
　
相
手
方
は
損
害
賠
償
債
権
を
倒
産
債
権
者
と
し
て
の
み
主
張
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

第
＝
三
条
　
〔
可
分
給
付
〕

　
負
担
さ
れ
た
給
付
が
可
分
で
あ
り
か
つ
相
手
方
が
倒
産
手
続
の
開
始
の

時
点
に
お
い
て
す
で
に
そ
の
負
担
し
て
い
る
給
付
を
一
部
履
行
し
て
い
る

と
き
は
、
そ
の
者
は
、
倒
産
管
財
人
が
な
お
未
履
行
で
あ
る
給
付
に
つ
い

て
履
行
を
請
求
す
る
場
合
で
も
、
そ
の
反
対
給
付
請
求
権
の
う
ち
一
部
給

付
に
対
応
す
る
額
に
つ
い
て
は
倒
産
債
権
者
と
す
る
。
相
手
方
は
．
反
対

給
付
請
求
権
の
不
履
行
に
よ
り
手
続
き
の
開
始
前
に
債
務
者
の
財
産
に
移

転
し
た
一
部
給
付
を
倒
産
財
団
か
ら
返
還
す
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

第
一
口
四
条
　
〔
仮
登
記
に
よ
っ
て
担
保
さ
れ
た
請
求
権
〕

　
ヤ
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち

　
e
　
債
務
者
の
土
地
上
の
ま
た
は
債
務
者
の
た
め
に
登
記
さ
れ
た
権
利

ヤ
　
　
ち
　
　
う
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち

上
の
権
利
の
取
得
も
し
く
は
消
滅
に
つ
い
て
の
請
求
権
の
保
全
の
た
め
に
．

ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
へ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ち

ま
た
は
そ
の
よ
う
な
権
利
の
内
容
も
し
く
は
順
位
の
変
更
に
つ
い
て
の
請

求
梅
0
優
全
か
か
み
ゅ
士
地
登
証
轡
ゆ
伽
登
訪
が
か
ぎ
か
で
い
ひ
ど
ぎ
ゆ

ヤ
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
う
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

は
、
債
権
者
は
そ
の
請
求
権
に
つ
き
倒
産
財
団
か
ら
満
足
を
請
求
す
る
こ

ど
が
も
ぎ
か
．
債
務
者
が
債
権
者
に
対
し
て
新
た
に
義
務
を
引
き
受
け
か

つ
こ
れ
が
履
行
さ
れ
て
い
な
い
か
、
ま
た
は
完
全
に
は
履
行
さ
れ
て
い
な

い
と
き
に
も
ま
た
同
じ
で
あ
る
。

　
ヤ
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
⇔
　
船
舶
登
記
簿
、
建
造
中
の
船
舶
登
記
簿
ま
た
は
航
空
機
上
の
質
権

ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
や
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ

の
登
記
簿
に
登
記
さ
れ
て
い
る
仮
登
記
に
つ
い
て
は
第
一
項
を
準
用
す

を第
隅
一
五
条
　
〔
継
続
的
債
務
関
係
の
存
続
〕

　
e
　
債
務
者
の
使
用
賃
貸
借
関
係
、
用
益
賃
貸
借
関
係
お
よ
び
雇
用
関

係
は
倒
産
財
団
の
た
め
に
有
効
に
存
続
す
る
。

　
⇔
　
相
手
方
は
、
倒
産
手
続
の
開
始
前
の
時
点
に
つ
い
て
の
請
求
権
を

倒
産
債
権
者
と
し
て
の
み
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
一
六
条
　
〔
使
用
賃
借
人
ま
た
は
用
益
賃
借
人
と
し
て
の
債
務
者
〕

　
e
　
倒
産
管
財
人
は
、
債
務
者
が
使
用
賃
借
人
ま
た
は
用
益
賃
借
人
と

し
て
な
し
た
使
用
賃
貸
借
関
係
ま
た
は
用
益
賃
貸
借
関
係
を
、
合
意
さ
れ

た
契
約
期
間
を
考
慮
す
る
こ
と
な
く
、
法
定
期
問
の
遵
守
の
下
に
告
知
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
管
財
人
が
第
一
文
に
よ
っ
て
告
知
し
た
と
き
は
、
相

手
方
は
倒
産
債
権
者
と
し
て
不
履
行
に
基
づ
く
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち

　
⇔
倒
産
手
続
の
開
始
の
申
立
て
の
後
は
相
手
方
は
、
使
用
賃
貸
借
関

ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

係
ま
た
は
用
益
賃
貸
借
関
係
を
、
開
始
申
立
前
の
時
点
で
生
じ
て
い
た
使

ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
も
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ

用
賃
借
料
ま
た
は
用
益
賃
借
料
の
支
払
の
遅
滞
に
基
づ
き
告
知
す
る
こ
と

ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ち

は
で
き
な
い
。

　
㊧
債
務
者
に
よ
り
使
用
賃
借
ま
た
は
用
益
賃
借
さ
れ
た
目
的
物
が
手

続
開
始
の
時
点
に
お
い
て
な
お
引
き
渡
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
き
は
、
倒

産
管
財
人
お
よ
び
相
手
方
は
共
に
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
管
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財
人
赫
解
除
を
す
る
と
き
ほ
、
相
手
方
は
倒
産
債
権
者
と
し
七
不
履
行
に

基
づ
く
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
各
当
事
者
は
共
に
相
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

方
の
求
め
に
応
じ
、
こ
れ
に
対
し
て
遅
滞
な
く
契
約
を
解
除
す
る
か
否
か

を
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
を
解
怠
し
た
と
き
に
は
解
除
権
を
失

う
。第

＝
七
条
　
〔
使
用
賃
貸
人
ま
た
は
用
益
賃
貸
人
と
し
て
の
債
務
者
〕

　
e
　
債
務
者
が
土
地
ま
た
は
部
屋
の
使
用
賃
貸
人
ま
た
轍
用
益
賃
貸
人

と
し
て
、
倒
産
手
続
の
開
始
前
に
そ
の
後
の
期
間
に
つ
い
て
の
使
用
賃
借

料
債
権
ま
た
は
用
益
賃
借
料
債
権
を
処
分
し
て
い
た
と
き
は
．
こ
の
処
分

絃
　
そ
れ
が
手
続
開
始
の
時
点
の
属
す
る
暦
月
に
，
つ
い
て
の
使
用
賃
借
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち

ま
た
は
周
益
賃
借
料
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
か
ぎ
り
有
効
で
あ
る
．
開
始

が
当
該
月
の
第
一
五
日
以
後
に
な
さ
れ
た
と
き
嫁
、
そ
の
処
分
は
そ
れ
に

続
く
暦
月
に
つ
い
て
も
有
効
で
あ
る
。

　
口
第
一
項
の
意
味
に
お
け
る
処
分
と
は
、
と
く
に
使
用
賃
借
料
ま
た

は
用
益
賃
借
料
の
取
立
で
あ
る
。
強
制
執
行
の
方
法
に
お
い
て
生
じ
る
処

分
は
法
律
行
為
に
よ
る
処
分
と
等
し
い
も
の
と
す
る
。

　
纈
　
使
用
賃
借
人
ま
た
は
用
益
賃
借
人
は
．
第
一
項
に
掲
げ
ら
れ
て
い

る
期
間
に
つ
い
て
の
使
用
賃
借
料
債
権
ま
た
は
用
益
賃
借
料
債
権
に
対
し
．

債
務
者
に
対
し
て
生
じ
て
い
る
債
権
に
よ
り
相
殺
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
．

ヤ
　
　
ヤ
　
　
う
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ

第
一
㌧
Q
二
条
お
よ
び
第
一
〇
三
条
第
二
号
な
い
し
第
四
号
は
こ
れ
に
よ
っ

ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

て
影
響
を
受
け
な
い
。

第
肩
閣
八
条
　
（
使
用
賃
貸
ま
た
は
用
益
賃
貸
さ
れ
た
不
動
産
の
譲
渡
〕

　
倒
産
管
財
人
が
．
債
務
者
が
使
用
賃
貸
ま
た
は
用
益
賃
貸
し
て
い
た
土

地
．
部
屋
、
船
舶
ま
た
は
航
空
機
を
譲
渡
し
．
か
つ
譲
受
人
が
債
務
者
に

代
わ
っ
ぐ
使
用
賃
貸
借
関
係
ま
た
は
用
益
賃
貸
借
関
係
に
入
っ
た
と
き
峡

譲
受
人
菰
使
用
賃
貸
借
関
係
ま
た
は
用
益
賃
貸
借
関
係
を
法
定
期
間
の
遵

守
の
下
に
告
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
告
知
は
、
そ
れ
が
許
さ
れ
る
最
初

の
期
B
に
つ
い
て
の
み
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
強
制
競
売
お
よ
び
強
制
管
、

理
に
関
す
る
法
律
第
五
七
条
c
は
こ
の
場
合
に
準
用
す
る
．

第
＝
九
条
　
〔
雇
用
関
係
の
告
知
〕

　
e
　
倒
産
管
財
人
お
よ
び
相
手
方
は
共
に
、
債
務
者
が
使
用
者
で
あ
る

雇
用
関
係
を
．
合
意
さ
れ
た
契
約
期
間
を
考
慮
す
る
こ
と
な
く
法
定
期
間

の
遵
守
の
下
に
告
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
、

　
／
｝
…
－
／
管
財
人
が
告
知
を
し
た
と
き
は
、
相
手
万
は
倒
産
債
権
老

と
し
て
不
履
行
に
よ
る
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
／
⇔
…
…
…
／

　
ヤ
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
⇔
　
労
働
者
［
≧
鼠
3
魯
馨
二
が
倒
産
管
財
人
に
よ
る
そ
の
労
働
関

ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

係
の
告
知
は
無
効
で
あ
る
旨
を
主
張
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
は
．
労
働
者

ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヘ
　
　
ヤ

が
告
知
の
無
効
に
つ
き
解
約
保
護
法
第
一
条
第
二
項
お
よ
び
第
三
項
に
掲

も
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヘ

げ
ら
れ
た
原
因
と
は
異
な
っ
た
も
の
を
主
張
す
る
場
合
、
告
知
の
到
達
の

ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ

後
三
週
間
以
内
に
労
働
裁
判
所
に
訴
え
を
提
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
，

ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
う

解
約
保
護
法
第
四
条
第
四
文
お
よ
び
第
五
条
は
こ
の
場
合
に
準
用
す
る
。

　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

第
＝
一
〇
条
　
（
空
欄
）

第
一
二
一
条
　
〔
利
益
調
整
と
解
約
保
護
〕

　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
う
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
ヤ

　
事
業
組
織
体
変
更
［
田
彗
o
募
舞
且
①
置
昌
巴
（
軽
営
組
織
法
第
一
＝
条
）
が

ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
う
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち

計
画
さ
れ
、
か
つ
倒
産
管
財
人
と
経
営
協
議
会
と
の
間
で
解
雇
さ
れ
る
べ
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ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヤ

き
労
働
者
が
指
定
さ
れ
て
い
る
利
益
調
整
［
一
暮
震
馨
普
窪
轟
憲
島
］
が
成

血
い
か
ど
ぎ
ゆ
、
掛
是
ぎ
か
か
労
勤
瀞
0
労
働
謄
係
盆
・
知
ゆ
、
ひ
か
事

業
経
織
伽
田
。
鼠
。
三
ゆ
諭
か
ひ
為
か
継
続
的
伶
業
を
姫
ゆ
ひ
緊
急
か
経

齢
上
か
必
要
性
ゆ
か
ッ
で
条
仲
小
ゆ
ヶ
か
で
い
ひ
翻
か
ど
挫
倉
か
か
。
勢

働
者
0
袖
会
静
邊
撫
［
§
三
。
＞
臣
器
露
忌
蚕
允
加
珊
庇
P
碁
小
い
で
か
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ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

み
審
査
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
文
お
よ
び
第
二
文
は
．
利
益
調
整
の

ヤ
　
　
ヤ
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ヤ
　
　
ヤ
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ヤ
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ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
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成
立
後
に
事
情
が
変
更
し
た
場
合
に
は
こ
れ
を
適
用
し
な
い
。
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ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
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ヤ

第
繭
二
欄
条
a
　
〔
解
約
保
護
の
た
め
の
決
定
手
続
〕
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ヤ
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ヤ

　
e
　
事
業
組
織
体
が
経
営
協
議
会
を
有
し
て
お
ら
ず
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ま
た
は
そ
の
他
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ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち

の
理
由
か
ら
第
二
二
条
に
よ
る
利
益
調
整
が
成
立
し
な
か
り
た
と
き
は
、

餅
産
管
財
た
ゆ
労
動
劫
判
所
に
、
申
血
で
ゆ
中
ゆ
掛
げ
か
か
か
粋
定
み
労

ヤ
　
　
ヤ
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ち
　
　
ち
　
　
ヤ
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ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

働
者
の
労
働
関
係
の
告
知
は
緊
急
の
経
営
上
の
必
要
性
に
条
件
付
廿
ら
れ
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た
も
の
で
あ
り
、
か
つ
社
会
的
に
も
正
当
で
あ
る
旨
の
確
認
を
申
し
立
て

ひ
ひ
ど
が
塾
ぎ
ひ
．
蜘
是
手
続
ゆ
関
小
ひ
労
働
劫
粉
所
決
か
娩
簿
ゆ
ひ
ゆ

も
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ヤ
　
　
ち
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場
合
に
準
用
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係
人
と
は
倒
産
管
財
人
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経
営
協
議
会
お
よ
び
指
定
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ち
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ヤ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
も
　
　
ヤ
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ヤ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
へ

さ
れ
た
労
働
者
と
す
る
。
申
立
て
は
労
働
裁
判
所
法
第
本
一
条
a
第
三
項
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な
い
し
第
六
項
の
基
準
に
よ
り
他
に
先
だ
っ
て
処
理
す
る
こ
と
を
要
す
る
。
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⇔
　
裁
判
所
の
決
定
に
対
し
て
は
、
地
方
労
働
裁
判
所
に
抗
告
す
る
こ

ど
ゆ
尊
ぎ
加
い
．
遵
鉛
労
励
劫
特
所
肉
み
湊
律
挽
昏
【
国
①
。
喜
審
ぎ
①
プ
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｝
は
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そ
れ
が
労
働
裁
判
所
の
決
定
に
お
い
て
認
め
ら
れ
て
い
る
場
合

偽
か
事
ひ
ど
於
で
キ
労
動
動
粒
所
決
節
ヤ
、
黍
管
、
奏
お
卦
ひ
籔
奏

ゆ
ひ
か
鍛
落
準
恥
引
か
．
決
轡
毅
・
燈
蓼
加
渉
秀
ゆ
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い
で
伶
脚
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判
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後
一
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す
る
．
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㊧
　
第
一
審
の
手
続
き
に
お
い
て
関
係
人
に
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じ
た
費
用
に
つ
い
て
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、
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労
働
裁
判
所
法
第
鱒
二
条
a
第
一
項
お
よ
び
第
二
項
を
準
用
す
る
。
連
邦
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労
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裁
判
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け
る
手
続
き
に
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の
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還
に
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す
る
民
事
訴
訟
法
の
規
定
を
準
用
す
る
。

ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ

第
閣
二
騨
条
b
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労
働
者
の
訴
え
〕

　
ヤ
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e
　
管
財
人
が
申
立
て
の
中
で
第
ご
二
条
a
第
一
項
に
よ
り
指
定
さ

か
か
労
動
者
塩
・
知
い
、
か
か
労
勘
瀞
が
労
勘
関
廉
窓
・
知
ゆ
か
ッ
で
ゆ
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解
消
し
て
い
な
い
旨
の
確
認
を
求
め
て
訴
え
を
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起
し
た
と
き
は
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確
定

ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ち

力
あ
る
裁
判
は
第
一
一
二
条
a
に
よ
る
手
続
き
に
お
い
て
当
事
者
を
拘
束

ナ
か
．
鏡
終
ゆ
印
瞬
弁
論
か
終
紬
衡
に
事
腎
が
憂
更
い
か
勢
合
ゆ
ゆ
ひ
か
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を
適
用
し
な
い
。
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⇔
　
裁
判
の
確
定
力
が
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じ
る
前
に
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で
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え
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し
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て
が
あ
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菊
と
き
は
、
裁
判
が
確
定
す
る
ま
で
停
止
す
る
こ
と
を
要
す
る
。
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労
働
者
の
訴
え
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つ
い
て
の
期
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第
＝
九
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第
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約
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護
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法
第
四
条
第
一
文
）
は
、
確
定
力
あ
る
裁
判
が
労
働
者
に
送
達
さ
れ
る
日
以
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前
に
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一
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二
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認
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と
な
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組
織
体
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更
が
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業
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の
後
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と
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い
。
・
第
コ
ニ
条
a
に
よ
る
手
続
き
に
は
事
業
組
織
体
の
譲
受
人
が
関
与
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ヤ
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
う
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ

　
⇔
　
事
業
組
織
体
の
移
転
日
①
鼠
書
呂
ぎ
夷
導
巴
の
場
合
に
お
い
て
は

ヤ
　
ち
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
ち
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ち
　
も
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヘ
　
ヤ
　
ち
　
ヤ
　
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
も
　
　
ヤ
　
ち
　
ち
　
ヤ
　
　
ヤ
　
ち
　
ヘ
　
ヤ

第
一
二
一
条
第
一
文
に
よ
る
推
定
ま
た
は
第
一
二
一
条
a
第
一
項
第
一
文

ヤ
　
う
　
ち
　
ヤ
　
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
　
　
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ち
　
へ
　
ち
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ

に
よ
る
裁
判
上
の
確
認
は
、
労
働
関
係
の
告
知
が
事
業
組
織
体
の
移
転
の

ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち

ゆ
え
に
生
じ
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
点
に
も
及
ぶ
。

第
一
鴫
＝
－
条
　
〔
雇
用
関
係
か
ら
の
給
与
〕

　
e
　
債
務
者
が
、
倒
産
手
続
の
開
始
前
に
雇
用
関
係
か
ら
生
じ
る
給
与

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

ま
た
は
こ
れ
に
代
わ
る
継
続
的
な
給
与
に
つ
い
て
の
将
来
の
債
権
を
譲
渡

し
、
ま
た
は
そ
れ
に
質
権
を
設
定
し
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
処
分
は
、
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ

続
き
の
開
始
の
時
点
が
属
す
る
暦
月
の
終
了
後
三
年
を
経
過
す
る
前
の
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ち
　
　
ヤ

間
に
対
す
る
給
与
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
限
り
有
効
で
あ
る
。

　
ヤ
　
　
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
う
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ

　
⇔
　
第
一
項
に
掲
げ
ら
れ
た
期
間
に
対
す
る
給
与
に
つ
い
て
の
債
権
に

ヘ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ

対
し
て
は
、
義
務
者
は
債
務
者
に
対
し
て
そ
の
者
に
生
じ
て
い
る
債
権
で

ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ち
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ち
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ら
　
へ

相
殺
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
〇
二
条
お
よ
び
第
一
〇
三
条
第
二
号

ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ

な
い
し
第
四
号
は
こ
れ
に
よ
り
影
響
を
受
け
な
い
。

　
ヤ

　
㊧
　
手
続
き
の
開
始
の
前
に
将
来
の
給
与
に
関
し
強
制
執
行
の
方
法
に

お
い
て
処
分
が
な
さ
れ
て
い
た
と
き
は
、
こ
の
処
分
は
手
続
き
の
開
始
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

時
点
が
属
す
る
暦
月
に
つ
い
て
の
給
与
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
限
り
に
お

ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ

い
て
の
み
有
効
で
あ
る
．
開
始
が
当
該
月
の
第
一
五
日
以
降
に
生
じ
た
と

き
は
、
そ
の
処
分
は
そ
れ
に
続
く
暦
月
に
つ
い
て
も
有
効
で
あ
る
。
第
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
も
　
　
　
へ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

四
条
は
こ
れ
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
ず
、
第
九
五
条
第
二
項
第
二
文
は
こ

ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ

の
場
合
に
準
用
す
る
。

第
一
二
三
条
　
〔
委
任
の
消
滅
〕

　
e
　
債
務
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
倒
産
財
団
に
属
す
る
財
産
に
つ
い
て

の
委
任
は
、
倒
産
手
続
の
開
始
に
よ
り
消
滅
す
る
。

　
⇔
　
受
任
者
は
．
猶
予
な
ら
な
い
場
合
に
は
、
倒
産
管
財
人
が
他
の
方

法
で
事
務
処
理
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
、
委
任
さ
れ
た
事
務
の
処
理

を
継
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
委
任
は
そ
の
限
り
で
継
続
し
て
い
る
も

の
と
す
る
。
こ
の
継
続
か
ら
生
じ
た
補
償
請
求
権
に
よ
り
受
任
者
は
財
団

債
権
者
と
す
る
。

　
㊧
　
受
任
者
が
手
続
き
の
開
始
を
故
意
過
失
な
く
知
ら
な
い
か
ぎ
り
．

委
任
は
そ
の
者
の
利
益
の
た
め
に
継
続
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
継
続
か

ら
生
じ
た
補
償
請
求
権
に
よ
り
受
任
者
は
倒
産
債
権
者
と
す
る
。

第
＝
一
四
条
　
〔
事
務
処
理
契
約
の
消
滅
〕

　
あ
る
者
が
債
務
者
と
の
雇
用
契
約
ま
た
は
請
負
契
約
に
よ
っ
て
債
務
者

の
た
め
に
事
務
を
処
理
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
る
と
き
は
、
第
一
二
三
条

を
準
用
す
る
。
そ
の
際
に
は
事
務
処
理
の
継
続
か
ら
生
じ
た
補
償
請
求
権

に
つ
い
て
の
規
定
は
報
酬
請
求
権
に
も
準
用
す
る
。

第
一
二
五
条
　
〔
代
理
権
の
消
滅
〕

　
e
　
倒
産
財
団
に
属
す
る
財
産
に
関
し
て
債
務
者
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ

た
代
理
権
は
倒
産
手
続
の
開
始
に
よ
り
消
滅
す
る
。

　
⇔
第
一
二
三
条
第
二
項
の
場
合
に
お
い
て
は
代
理
権
も
継
続
し
て
い

る
も
の
と
す
る
。

第
＝
－
六
条
　
〔
会
社
の
解
散
〕

　
法
人
格
の
な
い
会
社
ま
た
は
株
式
合
資
会
社
が
社
員
の
財
産
に
関
す
る

倒
産
手
続
の
開
始
に
よ
つ
て
解
散
す
る
と
き
は
、
業
務
執
行
社
員
は
．
緊
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急
を
要
す
る
事
務
の
仮
の
継
続
か
ら
生
じ
た
請
求
権
に
よ
り
財
団
債
権
者

と
す
る
。
業
務
執
行
社
員
は
、
倒
産
手
続
の
開
始
を
故
意
過
失
な
く
し
て

知
ら
な
い
間
に
な
し
た
そ
の
事
務
の
継
続
か
ら
生
じ
た
請
求
権
に
よ
り
倒

産
債
権
者
と
し
、
第
九
〇
条
第
一
項
は
こ
れ
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
な
い
。

第
＝
一
七
条
　
〔
異
な
っ
た
合
意
の
無
効
〕

　
e
　
あ
ら
か
じ
め
第
一
一
一
条
な
い
し
第
二
一
六
条
の
適
用
を
排
除
し

ま
た
は
制
限
す
る
合
意
は
無
効
［
琶
毛
ぼ
冨
”
邑
と
す
る
。

　
σ
　
働
産
争
続
み
謄
婚
み
湯
合
ゆ
か
ぎ
双
務
葵
紛
み
解
滑
ひ
定
め
ひ
合

意
ゆ
無
妨
ど
ホ
か
。
双
務
奥
約
に
抽
い
で
司
万
み
勢
紛
晋
事
巻
み
財
産
腸

係
が
暫
伯
ひ
か
勢
合
ゆ
ゆ
ぞ
0
櫛
手
万
ゆ
噛
方
的
心
奨
絢
ひ
解
瀞
塾
ぎ
ひ

梅
称
ひ
有
ず
ひ
昏
ゆ
合
意
が
か
ぎ
か
か
ど
ぎ
ゆ
、
ひ
み
梅
称
ゆ
働
産
手
繰

み
腸
始
優
ゆ
行
使
事
ひ
ひ
ど
ゆ
塾
ぎ
か
い
。

第
一
二
八
条
　
〔
事
業
組
織
体
内
合
意
の
告
知
〕

　
ち
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
e
　
事
業
組
織
体
内
合
意
［
望
鼠
。
募
く
震
①
ゴ
富
置
農
。
邑
に
お
い
て
倒

産
財
跡
ゆ
貸
撞
P
か
ひ
給
仲
が
規
廼
ぎ
か
か
ど
ぎ
酔
、
働
産
管
財
た
お
か

ひ
経
首
協
議
会
ゆ
給
仲
0
勝
認
的
か
削
漉
に
腸
レ
で
協
議
い
か
ゆ
か
ゆ
か

ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ

ら
な
い
。
こ
の
事
業
組
織
体
内
合
意
は
、
そ
れ
よ
り
長
い
期
間
が
合
意
さ

ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ

れ
て
い
る
場
合
に
も
、
三
月
の
期
間
を
も
っ
て
告
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

経
営
組
織
決
箭
廿
廿
条
簸
か
項
ゆ
ひ
か
P
卦
伊
で
財
響
ひ
受
ゆ
加
い
．

　
⇔
　
重
大
な
理
由
に
基
づ
き
事
業
組
織
体
内
合
意
を
告
知
期
間
を
遵
守

す
る
こ
と
な
く
告
知
す
る
権
利
は
影
響
を
受
け
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ち

第
＝
網
九
条
　
（
空
欄
）

第
叫
「
一
か
条
か
　
〔
李
業
組
織
伽
変
更
ど
斡
旋
手
続
〕

　
企
菊
ゆ
財
産
ゆ
蒔
事
ひ
掛
産
手
続
に
お
い
で
ゆ
、
働
酋
管
財
た
b
経
営

筋
議
会
ど
が
共
局
い
で
斡
旋
み
伽
耕
ひ
い
か
ど
ぎ
に
み
か
、
州
労
働
序
み

長
轡
0
斡
撫
み
読
か
か
講
停
殊
冒
三
内
彗
筑
馨
色
①
］
ゆ
お
か
ひ
手
締
ぎ
に

ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち

優
先
す
る
も
の
と
し
て
、
経
営
組
織
法
第
一
一
二
条
第
二
項
第
一
文
を
準

ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

用
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ち
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

第
＝
二
〇
条
　
〔
事
業
組
織
体
変
更
の
実
施
に
つ
い
て
の
裁
判
所
の
同
意
〕

　
げ
事
業
組
織
伽
変
更
が
詐
画
ぎ
か
、
か
か
働
産
管
財
た
ど
経
営
勘
議

会
ど
ゆ
問
呑
朴
益
調
整
が
交
渉
腸
始
か
ひ
ヨ
過
腸
躰
吟
謄
応
か
レ
か
い
ど

ぎ
ゆ
、
働
産
管
財
ん
ゆ
、
経
営
組
織
法
簸
↓
ゴ
、
一
条
箒
一
、
一
凝
に
お
ひ
争
締

ぎ
が
分
行
歩
ひ
γ
、
」
ど
か
↑
、
事
業
組
織
体
憂
更
ひ
奥
謄
ナ
ひ
ひ
ど
ゆ
か
ぎ

労
働
劫
粉
所
み
励
意
ひ
求
め
ひ
ひ
ど
が
で
ぎ
か
。
経
営
組
織
決
箭
噛
ゴ
ご

ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち

条
第
三
項
は
そ
の
限
り
で
は
準
用
し
な
い
。

　
け
劫
特
所
ゆ
、
企
業
み
径
済
状
態
が
労
働
巻
み
袖
会
的
和
害
か
券
慮

い
で
噸
か
お
事
業
組
織
体
変
更
み
即
静
0
奥
謄
ひ
必
要
ど
歩
ひ
勢
含
P
ゆ

ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ

同
意
を
与
え
る
。

　
け
油
定
手
続
ゆ
蘭
ナ
ひ
労
働
劫
特
所
決
み
掛
定
ゆ
ひ
か
に
準
恥
い
、

腸
係
た
ゆ
働
産
管
財
た
お
卦
ひ
経
瞥
筋
議
会
ど
ナ
か
。
箒
ゴ
、
二
条
即
簸

州
輿
簗
ゴ
交
、
第
一
、
一
輿
ゆ
ひ
み
勢
合
に
準
丹
争
か
。

第
＝
幽
＝
条
　
〔
社
会
計
画
の
範
囲
〕

　
e
倒
産
手
続
の
開
始
の
後
に
立
案
さ
れ
た
社
会
計
画
に
お
い
て
は
、

計
画
さ
れ
た
事
業
組
織
体
変
更
の
結
果
労
働
者
に
生
じ
る
経
済
的
な
不
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
ヤ

益
の
調
整
ま
た
は
緩
和
の
た
め
に
、
解
雇
さ
れ
た
労
働
者
の
二
．
五
ケ
月

分
の
給
料
（
解
約
保
護
法
第
一
〇
条
第
三
項
）
額
に
い
た
る
ま
で
の
総
額
を
規

71



法学研究64巻5号（’91：5）

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
⇔
　
社
会
計
画
か
ら
生
じ
た
箇
掛
は
跡
跡
箇
掛
と
す
る
。
た
だ
し
第
二

〇
五
条
な
い
し
第
二
二
四
条
に
よ
る
財
団
の
配
当
に
お
い
て
は
、
社
会
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

画
債
権
の
支
払
い
の
た
め
に
、
社
会
計
画
が
な
か
っ
た
ら
倒
産
債
権
者
へ

の
配
当
に
用
い
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
財
団
の
四
分
の
一
以
上
を
使
っ
て
は
な

ら
な
い
。
全
社
会
計
画
債
権
の
総
額
が
こ
の
限
界
を
越
え
る
と
き
は
、
個

々
の
債
権
は
負
担
部
分
に
応
じ
て
減
額
す
る
こ
と
を
要
す
る
。

　
⇔
　
十
分
な
現
金
が
財
団
に
生
じ
る
ご
と
に
、
倒
産
管
財
人
は
、
倒
産

裁
判
所
の
同
意
を
得
て
、
社
会
計
画
債
権
に
対
し
中
間
支
払
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
社
会
計
画
債
権
に
よ
る
財
団
へ
の
強
制
執
行
は
許
さ
れ
な

い
。

第
＝
一
三
条
　
〔
手
続
開
始
前
の
社
会
計
画
〕

　
e
　
倒
産
手
続
の
開
始
の
前
、
た
だ
し
開
始
申
立
の
前
三
月
以
内
に
作

成
さ
れ
た
社
会
計
画
は
、
倒
産
管
財
人
お
よ
び
経
営
協
議
会
は
共
に
こ
れ

を
撤
回
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
⇔
　
社
会
計
画
が
撤
回
さ
れ
た
と
き
は
、
社
会
計
画
か
ら
生
じ
る
債
権

を
有
し
て
い
た
労
働
者
に
つ
き
、
倒
産
手
続
に
お
け
る
社
会
計
画
の
立
案

に
際
し
て
考
慮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
㊧

労
働
者
が
、
撤
回
さ
れ
た
社
会
計
画
か
ら
生
じ
て
い
た
債
権
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ

い
て
手
続
き
の
開
始
前
に
得
て
い
た
給
付
は
、
撤
回
に
よ
っ
て
返
還
を
請

求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
新
た
な
社
会
計
画
の
立
案
に
際
し
て
は
、
解

雇
さ
れ
た
労
働
者
へ
の
そ
の
種
の
給
付
は
、
第
二
三
条
第
一
項
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
ヤ

社
会
計
画
債
権
の
総
額
の
算
定
に
際
し
て
は
．
二
、
五
ヶ
月
分
の
給
料
の

額
に
い
た
る
ま
で
控
除
す
る
こ
と
を
要
す
る
。

第
＝
脚
三
条
　
〔
枠
社
会
計
画
〕

　
e
　
倒
産
管
財
人
お
よ
び
経
営
協
議
会
は
事
業
組
織
体
内
合
意
の
効
力

に
よ
り
、
事
業
組
織
俸
み
絡
小
塾
か
ゆ
事
業
紬
織
伽
間
い
ぐ
ゆ
ぞ
み
本
質

ち
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

的
な
部
分
の
閉
鎖
に
よ
う
て
．
ま
た
は
経
営
組
織
法
第
一
一
二
条
a
第
一

ヤ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
め
　
　
ヤ
　
　
ち

項
の
規
模
規
定
［
O
議
富
ぎ
三
2
農
o
己
に
お
け
る
人
員
削
減
に
よ
っ
て
一

ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
う
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ち

定
の
期
間
内
に
立
案
さ
れ
る
べ
き
社
会
計
画
か
ら
生
じ
る
債
権
は
、
一
定

へ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
へ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ち

の
最
高
限
度
を
越
え
て
は
な
ら
な
い
旨
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の

期
問
ゆ
働
産
争
続
み
終
予
か
か
鹸
脅
四
年
跡
齢
で
認
み
か
か
ひ
．

　
⇔
　
別
段
の
規
定
が
な
い
場
合
は
．
合
意
は
、
事
業
組
織
体
が
手
続
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ

の
継
続
中
ま
た
は
そ
の
終
了
後
に
他
の
所
有
者
に
譲
渡
さ
れ
た
と
き
に
も

拘
束
力
を
有
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
㊧
　
合
意
は
、
事
業
組
織
体
が
あ
る
特
定
の
他
の
所
有
者
に
譲
渡
さ
れ

ま
た
は
特
定
の
倒
産
計
画
が
承
認
さ
れ
る
と
い
う
条
件
の
下
に
締
結
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

第
三
節
　
倒
産
否
認
曽
馨
辱
豊
鍔
鼠
o
魯
言
昌
巴

第
＝
ロ
彌
四
条
　
〔
原
則
〕

　
e
　
倒
産
管
財
人
は
、
倒
産
手
続
の
開
始
前
に
行
わ
れ
か
つ
倒
産
債
権

者
に
不
利
益
を
与
え
る
法
律
的
行
為
を
、
第
二
二
五
条
な
い
し
第
一
五
五

条
の
規
定
に
よ
り
否
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
O
　
法
律
的
行
為
が
直
接
ま
た
は
間
接
に
倒
産
債
権
者
の
満
足
を
害
す

る
と
き
は
、
そ
の
行
為
は
倒
産
債
権
者
に
不
利
益
を
与
え
る
も
の
と
す
る
。

　
⇔
　
不
作
為
も
法
律
酌
行
為
と
伺
じ
も
の
と
す
る
。
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第
＝
二
五
条
　
〔
本
旨
弁
済
〕

　
e
　
あ
る
倒
産
債
権
者
に
担
保
も
し
く
は
満
足
を
与
え
ま
た
は
そ
れ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヘ

可
能
な
ら
し
め
る
法
律
的
行
為
は
、
そ
れ
が
倒
産
手
続
の
開
始
の
申
立
て

み
静
一
ゴ
浄
躰
吟
P
か
ぎ
か
か
場
合
、
働
務
巻
0
行
為
分
曄
点
呑
支
扮
不
能

が
あ
い
か
か
ゆ
腸
始
申
血
が
か
ぎ
か
で
い
か
勢
合
、
お
卦
び
箇
梅
巻
が
ひ

か
時
点
P
軸
い
で
支
抜
不
静
由
か
ゆ
腸
姶
申
か
ひ
知
伊
で
い
か
か
か
か
ゆ

ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ち
　
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
　
ヤ
　
ヤ
　
　
ヤ

重
大
な
る
過
失
に
よ
っ
て
そ
れ
を
知
ら
な
か
っ
た
場
合
に
は
否
認
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
／
…
…
…
／

　
⇔
　
土
地
に
つ
い
て
の
権
利
を
取
得
す
る
法
律
的
行
為
が
な
さ
れ
た
と

き
は
．
そ
の
行
為
お
よ
び
そ
の
行
為
に
よ
っ
て
履
行
さ
れ
ま
た
は
担
保
さ

れ
る
べ
き
債
務
者
の
義
務
を
含
む
法
律
行
為
は
、
債
権
者
が
支
払
不
能
ま

た
は
開
始
申
立
を
知
っ
て
い
た
場
合
に
の
み
第
一
項
に
よ
り
否
認
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
民
法
第
八
九
二
条
、
第
八
九
三
条
、
登
記
さ
れ
た
船
舶
お

よ
び
建
造
中
の
船
舶
上
の
権
利
に
関
す
る
法
律
第
一
六
条
、
第
一
七
条
ま

た
は
航
空
機
上
の
権
利
に
関
す
る
法
律
第
一
六
条
、
第
一
七
条
に
掲
げ
ら

れ
て
い
る
他
の
法
律
的
行
為
に
つ
い
て
も
ま
た
同
じ
で
あ
る
。

　
㊧
　
行
為
の
時
点
に
お
い
て
債
務
者
と
緊
密
な
関
係
に
あ
っ
た
者
（
第

一
四
三
条
な
い
し
第
一
四
五
条
）
に
対
し
て
は
、
支
払
不
能
ま
た
は
開
始
申

立
を
知
っ
て
い
た
も
の
と
推
定
す
る
。

第
＝
二
六
条
　
〔
非
本
旨
弁
済
〕

　
あ
る
倒
産
債
権
者
に
担
保
も
し
く
は
満
足
を
与
え
ま
た
は
そ
れ
を
可
能

な
ら
し
め
る
法
律
的
行
為
で
あ
っ
て
、
こ
の
者
が
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
行
為
、
ま
た
嫁
そ
の
方
法
も
し
く
は
そ
の
時
期
に
お
い
て
は
請

求
で
き
な
か
う
た
行
為
は
、
以
下
の
場
合
に
は
否
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
一
、
そ
の
行
為
が
倒
産
手
続
の
開
始
の
申
立
て
の
前
一
月
以
内
に
な
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
場
合

　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヘ

　
ニ
、
そ
の
行
為
が
開
始
申
立
の
前
二
月
目
ま
た
は
三
月
目
の
う
ち
に
な

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
か
つ
債
務
者
が
行
為
の
時
点
で
支
払
不
能
で
あ
っ

た
場
合
、
ま
た
は

　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
三
、
そ
の
行
為
が
開
始
申
立
の
前
二
月
目
ま
た
は
三
月
目
の
う
ち
に
な

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
か
つ
債
権
者
が
行
為
の
時
点
に
お
い
て
、
そ
れ
が

倒
産
債
権
者
に
不
利
益
を
与
え
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
か
ま
た
は
重
大
な

過
失
に
よ
り
知
ら
な
か
っ
た
場
合
で
あ
る
が
、
行
為
の
時
点
で
債
務
者
と

緊
密
な
関
係
に
あ
っ
た
者
（
第
一
四
三
条
な
い
し
第
一
四
五
条
）
に
対
し
て
拡
、

倒
産
債
権
者
の
不
利
益
を
知
っ
て
い
た
も
の
と
推
定
す
る
。

第
＝
二
七
条
　
〔
直
接
に
不
利
益
を
与
え
る
法
律
的
行
為
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
e
　
倒
産
債
権
者
に
直
接
に
不
利
益
を
与
え
る
債
務
者
の
法
律
行
為
は
、

拳
か
が
働
産
手
続
み
腸
姶
ゆ
申
立
で
み
前
一
ゴ
丹
映
み
P
か
ぎ
か
か
掛
合
熟

あ
い
、
涛
働
行
為
が
行
わ
か
b
除
点
暦
働
務
者
が
支
抜
不
能
冷
あ
ひ
か
塾

か
ゆ
謄
始
申
立
が
か
ぎ
か
で
い
か
勢
合
塾
、
か
ケ
櫛
争
方
が
む
ゆ
陣
点
P

ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
も
　
　
へ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
う
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
へ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ

お
い
て
支
払
不
能
ま
た
は
開
始
申
立
を
知
っ
て
い
た
か
重
大
な
過
失
に
よ

ッ
で
ぞ
か
ひ
知
か
か
か
ウ
か
場
合
に
ゆ
香
認
歩
ひ
ひ
ど
が
塾
ぎ
か
．
第
一

一
憲
条
簑
、
奏
抽
お
び
鍛
項
ゆ
ひ
ゆ
場
合
心
準
恥
ナ
ひ
．

　
⇔
　
債
務
者
が
そ
れ
に
よ
っ
て
権
利
を
喪
失
し
も
し
く
は
も
は
や
主
張

し
得
な
く
な
る
か
、
ま
た
は
そ
れ
に
よ
っ
て
債
務
者
に
対
し
財
産
法
上
の

請
求
権
が
基
礎
づ
け
ら
れ
、
維
持
さ
れ
、
保
全
さ
れ
、
も
し
く
は
実
行
さ
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ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち

れ
る
よ
う
な
債
務
者
の
そ
の
他
の
法
律
行
為
は
．
倒
産
債
権
者
に
直
接
に

不
利
益
を
与
え
る
法
律
行
為
と
同
じ
も
の
と
す
る
。

第
＝
二
八
条
　
〔
故
意
に
よ
る
加
害
〕

　
e
　
債
務
者
が
倒
産
手
続
の
開
始
の
申
立
て
の
前
一
〇
年
以
内
に
そ
の

債
権
者
に
不
利
益
を
与
え
る
故
意
で
な
し
た
法
律
的
行
為
は
、
相
手
方
が

そ
の
行
為
の
時
に
債
務
者
の
故
意
を
知
っ
て
い
た
場
合
に
は
否
認
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
相
手
方
が
、
債
務
者
の
支
払
不
能
が
迫
っ
て
い
る
こ
と
．

お
よ
び
そ
の
行
為
が
債
権
者
に
不
利
益
を
与
え
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
場

合
に
は
．
債
務
者
の
故
意
を
知
っ
て
い
た
も
の
と
推
定
す
る
。

　
⇔
　
債
務
者
が
そ
れ
と
緊
密
な
関
係
に
あ
る
者
（
第
一
四
三
条
な
い
し
第

一
四
五
条
）
と
の
間
で
締
結
し
た
、
倒
産
債
権
者
に
直
接
に
不
利
益
を
与

え
る
有
償
契
約
は
否
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
契
約
が
開
始
申
立
の

二
年
以
上
前
に
締
結
さ
れ
た
場
合
、
ま
た
は
相
手
方
が
契
約
締
結
の
時
に

債
権
者
に
不
利
益
を
与
え
る
債
務
者
の
故
意
を
知
ら
な
か
っ
た
場
合
に
は

否
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
＝
二
九
条
　
〔
無
償
給
付
〕

　
債
務
者
の
無
償
給
付
は
否
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
が

倒
産
手
続
の
開
始
の
申
立
て
の
四
年
以
上
前
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と

き
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

第
一
四
〇
条
　
〔
資
本
代
替
的
貸
付
〕

　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
社
員
が
資
本
代
替
的
貸
付
算
碧
一
琶
。
話
9
器
且
①
U
毘
魯
①
巳
の
返
還

愉
櫓
か
か
め
め
験
下
ゆ
ひ
ど
ひ
小
ひ
法
律
的
行
為
は
否
認
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
一
．
そ
の
行
為
が
倒
産
手
続
の
開
始
の
申
立
て
の
前
一
〇
年
以
内
に
な

さ
れ
た
場
合
は
抵
伶
か
恥
得
弘
ひ
参

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
ニ
．
そ
の
行
為
が
開
始
申
立
の
前
一
年
以
内
に
な
さ
れ
た
場
合
は
満
足

ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ

を
得
る
こ
と

第
噸
四
一
条
　
〔
匿
名
組
合
〕

　
e
　
匿
名
組
合
員
に
出
資
金
を
全
額
も
し
く
は
一
部
返
還
し
．
ま
た
は

生
じ
た
損
失
に
つ
い
て
の
そ
の
負
担
部
分
を
全
部
も
し
く
は
一
部
免
除
す

る
旨
の
合
意
は
、
そ
れ
が
営
業
体
冨
導
留
一
轟
①
8
鼠
旨
商
行
為
を
な
す

こ
と
を
目
的
と
す
る
組
織
体
ー
三
上
注
］
の
所
有
者
の
財
産
に
対
す
る
倒

産
手
続
の
開
始
の
申
立
て
の
前
一
年
以
内
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
場
合

に
は
否
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
合
意
と
関
連
し
て
匿
名
組
合
が
解

消
さ
れ
た
場
合
も
ま
た
同
じ
で
あ
る
。

　
⇔
　
開
始
原
因
が
当
該
合
意
の
後
に
生
じ
た
場
合
は
否
認
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。

第
【
四
二
条
　
〔
手
形
お
よ
び
小
切
手
の
支
払
〕

　
e
　
債
務
者
の
手
形
支
払
は
、
手
形
法
に
よ
り
そ
の
受
領
者
が
、
他
の

手
形
債
務
者
に
対
す
る
手
形
請
求
権
を
失
う
と
き
に
は
支
払
を
受
領
せ
ざ

る
を
え
な
い
場
合
に
は
．
第
一
三
五
条
に
基
づ
き
そ
の
受
領
者
は
返
還
請

求
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
O
支
払
わ
れ
た
手
形
金
は
、
最
後
の
償
還
義
務
者
ま
た
は
第
三
者
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
ヤ

手
形
を
振
り
出
し
ま
た
は
振
り
出
さ
せ
た
時
に
債
務
者
の
支
払
不
能
ま
た

ゆ
路
姶
申
か
ひ
知
っ
て
い
た
か
ま
た
は
重
大
な
過
失
に
よ
っ
て
そ
れ
を
知

ら
な
か
っ
た
場
合
は
．
最
後
の
償
還
義
務
者
が
、
ま
た
は
こ
の
者
が
第
三
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者
の
計
算
の
た
め
に
手
形
を
振
り
出
し
て
い
た
場
合
に
は
第
三
者
が
返
還

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
う
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
一
三
五
条
第
三
項
は
こ
の
場
合
に
準
用
す
る
。

　
㊧
第
一
項
お
よ
び
第
二
項
は
債
務
者
の
小
切
手
支
払
に
準
用
す
る
。

第
一
四
三
条
　
〔
人
的
に
緊
密
な
関
係
に
あ
る
者
〕

　
以
下
の
者
は
債
務
者
と
人
的
に
緊
密
な
関
係
に
あ
る
者
と
す
る
。

　
一
、
た
と
え
婚
姻
が
法
律
的
行
為
の
後
に
締
結
さ
れ
、
ま
た
は
そ
の
行

為
の
前
の
最
後
の
年
に
解
消
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
債
務
者
の
配
偶
者

　
二
、
債
務
者
ま
た
は
第
一
号
に
掲
げ
ら
れ
た
配
偶
者
の
尊
属
お
よ
び
卑

属
に
当
た
る
親
族
、
債
務
者
ま
た
は
第
一
号
に
掲
げ
ら
れ
た
配
偶
者
の
父

母
の
双
方
ま
た
は
一
方
を
同
じ
く
す
る
兄
弟
姉
妹
お
よ
び
こ
れ
ら
の
者
の

配
偶
者

　
三
、
債
務
者
と
家
庭
的
共
同
生
活
に
あ
る
か
、
ま
た
は
そ
の
行
為
の
前

の
最
後
の
年
に
債
務
者
と
家
庭
的
共
同
生
活
に
あ
っ
た
者

第
一
四
四
条
　
〔
会
社
法
上
緊
密
な
関
係
に
あ
る
者
〕

　
e
　
以
下
の
者
は
債
務
者
と
会
社
法
上
緊
密
な
関
係
に
あ
る
も
の
と
す

る
。

　
一
、
債
務
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
は
代
表
機
関
ま
た
は
監
査
機
関
の
構

成
員
と
し
．
株
式
会
社
、
株
式
合
資
会
社
ま
た
は
有
限
会
社
に
お
い
て
は

　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

そ
れ
に
加
え
基
礎
資
本
金
ま
た
は
設
立
資
本
金
［
O
臣
区
－
＆
零
ω
冨
目
孕

寄
且
冨
昌
み
四
分
み
↓
躰
♪
心
お
い
で
資
本
参
加
ひ
で
い
か
株
式
会
社
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ

株
主
、
株
式
合
資
会
社
の
株
主
ま
た
は
社
員
と
し
、
船
舶
組
合
に
お
い

ヤ
　
　
リ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
へ
　
　
へ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
ヤ
　
ヤ
　
　
ヤ
　
ヨ

て
は
そ
れ
に
加
え
人
的
に
責
任
を
負
っ
て
い
る
組
合
員
（
船
舶
共
有
者
冒
ぞ

噌
Φ
a
①
3
U
）
ゆ
ゆ
風
い
で
い
か
い
舳
船
管
理
か
［
国
o
罵
①
呂
o
且
①
暮
3
8
①
『
］

　
二
、
債
務
者
が
法
人
格
の
な
い
会
社
で
あ
る
場
合
は
人
的
に
責
任
を
負

っ
て
い
る
社
員
、
ま
た
こ
の
社
員
の
一
人
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
第
一

項
に
掲
げ
ら
れ
た
者
と
し
、
合
資
会
社
に
お
い
て
は
そ
れ
に
加
え
会
社
の

資
本
金
の
四
分
の
一
以
上
に
お
い
て
参
加
し
て
い
る
有
限
責
任
社
員

　
三
、
そ
れ
が
債
務
者
に
従
属
し
ま
た
は
そ
れ
に
債
務
者
が
従
属
し
て
い

る
関
係
に
あ
る
企
業
（
株
式
法
第
一
七
条
）

　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
も
　
　
へ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
あ
　
　
ち
　
　
ち

　
⇔
あ
る
者
に
従
属
し
て
い
る
企
業
ま
た
は
、
第
三
者
が
そ
の
者
ま
た

ゆ
ぞ
か
者
に
偽
風
い
で
い
ひ
企
業
み
詐
算
み
か
め
ゆ
働
掛
者
P
参
加
い
で

い
ひ
掛
合
ゆ
を
、
拳
ゆ
者
ゆ
箒
↓
項
簸
↓
号
、
第
一
、
喜
か
奮
蜘
P
お
い
で

働
務
者
P
参
加
［
聾
亀
蝉
］
い
で
い
ひ
む
か
ど
ホ
か
。

第
一
四
五
条
　
〔
そ
の
他
の
緊
密
な
関
係
に
あ
る
者
〕

　
そ
の
他
、
以
下
の
者
も
緊
密
な
関
係
に
あ
る
者
と
す
る
。

　
一
、
債
務
者
の
企
業
に
お
け
る
そ
の
活
動
に
基
づ
き
そ
の
経
済
的
な
関

係
に
関
し
情
報
を
得
る
可
能
性
を
有
し
て
い
る
者

　
二
、
経
済
的
な
関
係
に
関
し
情
報
を
得
る
可
能
性
が
行
為
の
時
点
で
継

続
し
て
い
た
場
合
に
は
、
第
一
号
ま
た
は
第
一
四
四
条
に
掲
げ
ら
れ
た
債

務
者
と
の
関
係
が
法
律
的
行
為
の
前
の
最
後
の
年
に
欠
落
し
た
者
ま
た
は

法
人
格
な
き
会
社

　
三
、
第
一
号
も
し
く
は
第
二
号
ま
た
は
第
一
四
四
条
に
掲
げ
ら
れ
た
者

と
第
一
四
三
条
に
掲
げ
ら
れ
た
人
的
な
関
係
に
あ
る
者
、
た
だ
し
こ
の
者

が
法
律
に
よ
っ
て
債
務
者
の
業
務
に
つ
き
守
秘
義
務
を
負
っ
て
い
る
場
合

に
は
こ
れ
を
適
用
し
な
い
。

第
一
四
六
条
　
〔
開
始
申
立
の
前
の
期
間
の
算
定
〕
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e
第
九
四
条
．
第
一
三
五
条
な
い
し
第
一
四
一
条
に
お
い
て
定
め
ら

れ
た
倒
産
手
続
の
開
始
の
申
立
て
の
前
の
期
間
は
、
基
準
ど
加
ひ
月
の
開

始
申
立
の
到
達
の
日
に
数
の
上
で
対
応
す
る
日
の
開
始
と
共
に
進
行
す
る
．

ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ

基
準
と
な
る
月
に
こ
の
日
が
欠
け
て
い
る
と
き
は
、
期
間
は
翌
月
の
最
初

の
日
の
開
始
と
共
に
進
行
す
る
。

　
⇔
複
数
の
開
始
申
立
が
な
さ
れ
た
と
き
は
、
た
と
え
手
続
き
が
後
の

申
立
て
に
基
づ
い
て
開
始
さ
れ
た
場
合
で
も
、
最
初
の
適
法
か
つ
理
由
あ

る
申
立
て
を
基
準
と
す
る
。
確
定
力
を
も
っ
て
棄
却
さ
れ
た
申
立
て
は
、

拳
か
が
財
厨
不
足
め
卦
が
で
棄
節
ぎ
か
か
輸
み
暦
み
ひ
場
合
に
の
み
考
慮

す
る
。

第
幽
四
七
条
　
〔
支
払
不
能
の
確
定
〕

　
e
　
倒
産
裁
判
所
は
．
倒
産
管
財
人
の
申
立
て
に
よ
り
．
い
か
な
る
時

点
で
債
務
者
が
支
払
不
能
に
な
っ
た
か
を
確
定
す
る
．
裁
判
所
は
、
支
払

不
能
が
い
ず
れ
に
せ
よ
あ
る
特
定
の
時
点
に
は
存
在
し
て
い
た
と
の
確
定

に
限
定
す
る
こ
と
が
で
き
．
ま
た
そ
の
よ
う
な
裁
判
を
一
部
判
決
と
し
て

も
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
裁
判
の
前
に
は
債
務
者
お
よ
び
管
財
人
が
裁
判

所
に
対
し
推
定
上
の
否
認
の
相
手
方
と
し
て
指
名
し
た
者
を
審
尋
す
る
こ

と
を
要
す
る
。

け
劫
特
に
跡
レ
で
慶
管
財
ん
お
卦
び
捲
各
ぎ
か
か
春
ゆ
恥
時
挽
告
ひ

加
う
ひ
ど
が
塾
ぎ
か
。
確
定
い
か
劫
特
ゆ
管
財
ん
ど
推
各
ぎ
か
か
者
ど
ゆ

跡
ひ
訴
訟
噂
油
い
で
梅
斎
か
ひ
脊
ナ
ひ
．

け
劾
粉
所
酔
．
公
平
や
合
致
ナ
ひ
勢
含
に
ゆ
、
肝
静
P
応
ひ
b
夢
賢

ひ
処
理
に
必
憂
ど
い
か
費
恥
ひ
管
財
力
勢
か
ゆ
捲
各
ぎ
か
か
者
が
全
部
か

惣
蛍
諦
ひ
支
抜
が
燕
ぎ
ひ
ど
ひ
命
ひ
ひ
ひ
ど
が
塾
ぎ
か
．
関
偽
た
か
か

で
　
　
ち
か
　
ち
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ち
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ

と
り
が
理
由
の
な
い
上
訴
ま
た
は
重
大
な
過
失
に
よ
っ
て
費
用
を
生
ぜ
し

み
か
ど
ぎ
ゆ
、
賢
暦
ゆ
ひ
み
者
み
魯
抵
ど
歩
か
．

第
幽
四
八
条
　
〔
基
準
と
な
る
開
始
申
立
の
確
定
〕

　
倒
産
手
続
の
開
始
に
つ
き
複
数
の
申
立
て
が
な
さ
れ
た
と
き
は
、
倒
産

裁
判
所
は
倒
産
管
財
人
の
申
立
て
に
基
づ
き
、
ど
の
申
立
て
が
第
扁
四
六

条
第
二
項
に
よ
り
開
始
申
立
の
前
の
期
間
の
算
定
に
つ
き
基
準
と
な
る
か

を
確
定
す
る
。
こ
の
手
続
き
に
は
第
一
四
七
条
を
準
用
す
る
。

第
噛
四
九
条
　
〔
法
律
的
行
為
の
な
さ
れ
た
時
点
〕

　
e
　
法
律
的
行
為
は
、
そ
の
法
的
効
果
が
生
じ
た
時
点
に
お
い
て
な
さ

れ
た
も
の
と
す
る
。

　
⇔
　
法
律
行
為
の
効
力
が
生
じ
る
た
め
に
土
地
登
記
簿
、
船
舶
登
記
簿
、

建
造
中
の
船
舶
登
記
簿
ま
た
は
航
空
機
上
の
質
権
の
た
め
の
登
記
簿
へ
の

登
記
を
要
す
る
と
き
は
、
そ
の
法
律
行
為
は
、
効
力
が
生
じ
る
た
め
の
他

の
要
件
が
履
行
さ
れ
か
つ
梅
称
憂
更
の
登
記
の
申
立
て
が
な
さ
れ
た
と
き

に
行
な
わ
れ
た
も
の
と
す
る
。
請
求
梅
み
県
全
み
だ
み
ゅ
仮
登
訪
み
申
か

で
が
か
ぎ
か
か
ど
ぎ
ゆ
、
梅
勅
憂
更
み
登
証
分
恥
か
な
ひ
み
串
立
で
ど
読

ヤ
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち

み
替
え
て
第
一
文
を
準
用
す
る
。

　
㊧
　
条
件
つ
き
ま
た
は
期
限
つ
き
の
法
律
的
行
為
に
お
い
て
は
条
件
ま

た
は
期
日
の
成
就
は
考
慮
さ
れ
な
い
。

第
聞
五
〇
条
　
〔
執
行
名
義
〕

　
否
認
は
、
当
該
法
律
的
行
為
に
つ
き
執
行
力
あ
る
債
務
名
義
が
得
ら
れ

て
い
る
こ
と
、
ま
た
は
そ
の
行
為
が
強
制
執
行
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
た
こ
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と
に
よ
っ
て
は
排
除
さ
れ
な
い
。

第
藺
五
噛
条
　
〔
現
金
取
引
〕

　
債
務
者
の
、
そ
れ
に
対
し
て
直
接
に
同
価
値
の
反
対
給
付
が
そ
の
財
産

に
入
る
よ
う
な
給
付
は
、
第
一
三
八
条
第
一
項
の
要
件
が
満
た
さ
れ
て
い

る
場
合
に
の
み
否
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
五
二
条
　
〔
法
律
動
果
〕

　
e
　
否
認
し
う
る
行
為
に
よ
っ
て
債
務
者
の
財
産
か
ら
譲
渡
さ
れ
、
贈

与
さ
れ
ま
た
は
放
棄
さ
れ
た
も
の
は
、
倒
産
財
団
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
譲
受
人
が
法
律
上
の
原
因
が
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
る
場
合
の

不
当
利
得
の
法
律
効
果
に
関
す
る
規
定
は
．
こ
の
場
合
に
準
用
す
る
。

　
⇔
　
無
償
給
付
の
譲
受
人
は
．
そ
れ
に
よ
っ
て
利
得
を
得
た
限
り
に
お

い
て
そ
れ
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
譲
受
人
が
無
償
給
付
が
債
権

者
に
不
利
益
を
与
え
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
か
、
ま
た
は
諸
般
の
事
情
か

ら
み
て
知
っ
て
い
る
に
相
違
な
い
場
含
ゆ
ゆ
こ
れ
を
適
用
し
な
い
。

第
一
五
三
条
　
〔
否
認
の
相
手
方
の
請
求
権
〕

　
e
　
否
認
し
う
る
給
付
の
譲
受
人
が
取
得
し
た
も
の
を
返
還
し
た
と
き

は
、
そ
の
債
権
は
復
活
す
る
。

　
⇔
　
反
対
給
付
は
．
そ
れ
が
倒
産
財
団
の
中
に
な
お
区
別
可
能
な
状
態

で
存
在
し
て
お
り
、
ま
た
は
財
団
が
そ
の
価
値
に
つ
き
利
得
を
し
て
い
る

限
り
、
倒
産
財
団
か
ら
支
払
う
こ
と
を
要
す
る
。
そ
れ
を
越
え
て
は
、
否

認
し
う
る
給
付
の
譲
受
人
は
、
反
対
給
付
の
返
還
に
つ
い
て
の
債
権
を
単

に
倒
産
債
権
者
と
し
て
の
み
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
五
四
条
　
〔
権
利
承
継
人
に
対
す
る
否
認
〕

e
香
認
請
求
梅
【
＞
昏
魯
菖
夷
誓
呂
§
呂
ゆ
、
香
認
ゆ
檜
手
か
か

格
続
た
艶
か
伽
ぞ
み
他
み
包
捨
承
継
ん
ゆ
沖
い
で
主
彊
歩
ひ
ひ
ど
が
で
ぎ

を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

　
⇔
　
以
下
の
場
合
に
は
、
そ
の
他
の
権
利
承
継
人
に
対
し
て
否
認
請
求

へ権
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
、
権
利
承
継
人
が
そ
の
取
得
の
時
点
に
お
い
て
、
そ
の
前
者

舅
①
島
§
o
夷
ぎ
o
q
＆
の
取
得
が
否
認
し
う
る
こ
と
を
基
礎
づ
け
る
事
情

を
知
っ
て
い
た
場
合

　
二
、
権
利
承
継
人
が
そ
の
取
得
の
時
点
に
お
い
て
債
務
者
と
緊
密
な
関

係
に
あ
る
者
（
第
一
四
三
条
な
い
し
第
一
四
五
条
）
に
属
し
て
い
た
場
合
。
た

だ
し
こ
の
者
が
、
こ
の
時
点
に
お
い
て
そ
の
前
者
の
取
得
が
否
認
し
う
る

こ
と
を
基
礎
づ
け
る
事
情
を
知
ら
な
か
っ
た
場
合
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
．

　
三
．
権
利
承
継
人
が
そ
の
取
得
物
を
無
償
で
得
た
場
合

第
需
五
五
条
　
〔
否
認
請
求
権
の
消
滅
時
効
〕

　
e
　
否
認
請
求
権
は
、
倒
産
手
続
の
開
始
か
ら
二
年
間
で
時
効
消
滅
す

る
。

　
⇔
　
倒
産
管
財
人
が
支
払
不
能
の
確
定
（
第
一
四
七
条
）
、
ま
た
は
最
初
の

適
法
か
つ
理
由
あ
る
開
始
申
立
の
確
定
（
第
一
四
八
条
）
の
申
立
て
を
な
し

た
と
き
は
、
管
財
人
が
倒
産
裁
判
所
に
推
定
上
の
否
認
の
相
手
方
と
し
て

指
名
し
た
者
に
対
し
時
効
が
中
断
す
る
。
こ
の
中
断
は
確
定
手
続
の
確
定

力
あ
る
終
結
ま
で
継
続
す
る
。
民
法
第
二
一
一
条
第
二
項
お
よ
び
第
二
一

二
条
，
第
二
一
五
条
第
二
項
は
こ
の
場
合
に
準
用
す
る
。

　
㊧
　
た
と
え
否
認
請
求
権
が
時
効
消
滅
し
て
も
、
管
財
人
は
否
認
し
う

幹
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る
行
為
に
基
づ
く
給
付
義
務
の
履
行
を
拒
む
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
五
六
条
　
〔
手
続
開
始
後
の
法
律
的
行
為
〕

　
e
　
倒
産
手
続
の
開
始
後
に
な
さ
れ
か
つ
民
法
第
八
九
二
条
、
第
八
九

三
条
、
登
記
さ
れ
た
船
舶
お
よ
び
建
造
中
の
船
舶
上
の
権
利
に
関
す
る
法

律
第
一
六
条
、
第
一
七
条
な
ら
び
に
航
空
機
上
の
権
利
に
関
す
る
法
律
第

一
六
条
、
第
一
七
条
に
よ
り
有
効
で
あ
る
法
律
的
行
為
は
．
手
続
開
始
前

に
な
さ
れ
た
法
律
的
行
為
の
否
認
に
つ
き
適
用
さ
れ
る
規
定
に
よ
っ
て
否

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⇔
　
第
一
五
五
条
第
一
項
に
よ
る
時
効
期
間
は
．
行
為
の
法
的
な
効
力

の
発
生
の
時
点
と
共
に
進
行
す
る
。

第
四
章
　
倒
産
財
団
の
管
理
お
よ
び
換
価

第
脚
五
七
条
　
〔
倒
産
財
団
の
引
受
〕

　
e
　
倒
産
管
財
人
は
．
倒
産
手
続
の
開
始
の
後
、
倒
産
財
団
に
属
す
る

全
財
産
を
直
ち
に
占
有
し
か
つ
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
⇔
　
管
財
人
は
、
開
始
決
定
の
執
行
正
本
に
基
づ
き
、
債
務
者
の
保
管

ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ

し
て
い
る
動
産
の
返
還
を
強
制
執
行
の
方
法
に
お
い
て
実
行
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
民
事
訴
訟
法
第
七
六
六
条
は
、
執
行
裁
判
所
を
倒
産
裁
判
所
と

読
み
替
え
て
こ
の
場
合
に
準
用
す
る
。

　
㊧
　
倒
産
裁
判
所
は
、
管
財
人
の
申
立
て
に
基
づ
き
．
働
扮
巻
ゆ
管
財

舟
め
動
童
み
却
存
ひ
恥
漉
事
酪
ぎ
ひ
ど
か
命
じ
る
。
こ
の
命
令
に
対
し
て

は
債
務
者
が
、
申
立
て
の
拒
絶
に
対
し
て
は
管
財
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
即
時

抗
告
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

第
瞬
五
八
条
　
〔
有
価
値
物
〕

　
e
　
倒
産
管
財
人
は
、
債
権
者
委
員
会
が
決
議
し
た
場
合
は
、
金
銭
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

有
価
証
券
お
よ
び
高
価
品
を
供
託
ま
た
は
投
資
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
う

債
権
者
委
員
会
は
追
加
的
に
、
ど
こ
に
ま
た
い
か
な
る
条
件
で
供
託
ま
た

ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ

は
投
資
を
す
ぺ
き
か
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
債
権
者
委
員
会
が
任

命
さ
れ
て
い
な
い
と
き
ま
た
は
債
権
者
委
員
会
が
決
議
を
な
さ
な
か
っ
た

と
き
は
、
倒
産
裁
判
所
は
跡
楡
か
処
畳
冨
昌
冨
胃
。
9
窪
留
呂
ひ
命
ひ
ひ
こ

と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
う
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ち
　
　
う

　
⇔
　
債
権
者
委
員
会
が
任
命
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
供
託
ま
た
は
投
資

レ
だ
勢
所
沁
卦
か
金
銭
、
有
価
証
券
ま
た
は
高
価
品
の
受
領
に
関
す
る
管

財
人
の
得
た
領
収
書
お
よ
び
ひ
み
勢
所
へ
の
管
財
人
の
指
図
は
、
債
権
者

委
員
会
の
構
成
員
が
連
署
し
た
場
合
に
の
み
有
効
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ

　
㊧
　
債
権
者
集
会
は
こ
れ
と
異
な
っ
た
規
則
を
決
議
す
る
こ
と
が
で
き

る
。第

剛
五
九
条
　
〔
封
印
／
…
…
…
／
〕

　
倒
産
管
財
人
は
、
倒
産
財
団
に
属
す
る
物
の
保
全
の
た
め
に
、
執
行
官

ま
た
は
他
の
そ
れ
に
つ
き
法
律
上
権
限
を
有
す
る
者
に
よ
っ
て
封
印
を
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
管
財
人
は
、
封
印
ま
た
は
開
封
に
関
す
る
記
録
を

事
務
課
に
お
い
て
関
係
人
の
閲
覧
の
た
め
に
備
え
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
／
…
…
…
／

第
一
六
〇
条
　
〔
財
団
目
的
物
の
目
録
〕

　
e
　
倒
産
管
財
人
は
倒
産
財
団
の
個
々
の
目
的
物
の
目
録
を
作
成
し
な

け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
そ
の
際
に
は
、
執
行
官
ま
た
は
他
の
そ
れ
に
つ
き
法
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律
上
権
限
を
有
す
る
者
の
意
見
を
徴
す
る
冒
ぎ
N
爵
♂
ぎ
巳
こ
と
を
要
す

る
．
不
利
益
と
な
る
遅
延
が
な
く
て
可
能
な
場
合
に
は
、
債
務
者
の
意
見

を
徴
す
る
こ
と
を
要
す
る
。

　
⇔
　
各
目
的
物
に
つ
い
て
は
そ
の
価
値
を
表
示
す
る
こ
と
を
要
す
る
。

石
み
価
僚
が
企
業
が
継
続
す
る
か
ま
た
は
閉
鎖
さ
れ
る
か
ゆ
か
か
伊
で
い

ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
う
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
へ
　
　
へ
　
　
へ
　
　
ち
　
　
ヤ

る
と
き
は
、
両
方
の
価
値
を
表
示
す
る
こ
と
を
要
す
る
。
と
く
に
困
難
な

評
価
は
鑑
定
人
に
委
ね
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
㊧
　
倒
産
裁
判
所
は
．
管
財
人
の
申
立
て
に
基
づ
き
、
目
録
の
作
成
を

行
わ
ず
ま
た
は
そ
れ
を
執
行
官
も
し
く
は
他
の
そ
れ
に
つ
き
法
律
上
権
限

を
有
す
る
者
の
関
与
な
し
で
行
う
こ
と
を
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
債

権
者
委
員
会
が
任
命
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
管
財
人
は
そ
の
申
立
て
を
債

権
者
委
員
会
の
同
意
と
共
に
の
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
．

第
一
六
一
条
　
〔
債
権
者
表
〕

　
e
　
倒
産
管
財
人
は
、
債
務
者
の
帳
簿
や
業
務
用
書
類
か
ら
、
債
務
者

の
そ
の
他
の
申
告
［
＞
起
9
富
】
や
債
権
の
届
出
に
よ
り
、
ま
た
は
そ
の
他

の
方
法
に
お
い
て
管
財
人
に
知
れ
て
い
る
全
債
権
者
の
一
覧
表
を
作
成
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
⇔
　
表
に
は
別
除
権
を
有
す
る
債
権
者
お
よ
び
劣
後
的
倒
産
債
権
者
の

ヤ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヘ
　
ち

個
々
の
順
位
等
級
［
良
o
。
ぎ
器
ゴ
聲
国
導
箒
宣
馨
巳
を
記
載
す
る
こ
と

を
要
す
る
。
各
債
権
者
に
つ
き
そ
の
住
所
お
よ
び
債
権
の
原
因
と
額
を
掲

げ
る
こ
と
を
要
す
る
。
別
除
権
を
有
す
る
債
権
者
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
に

付
加
し
て
、
別
除
権
が
生
じ
て
い
る
目
的
物
お
よ
び
推
定
上
の
欠
損
金
の

額
を
示
す
こ
と
を
要
し
、
第
一
六
〇
条
第
二
項
第
二
文
は
こ
れ
に
準
用
す

る
。　

㊧
　
さ
ら
に
相
殺
の
い
か
な
る
可
能
性
が
生
じ
て
い
る
か
を
掲
げ
る
こ

と
を
要
す
る
。
債
務
者
の
財
産
の
換
価
が
進
行
し
て
い
る
場
合
に
は
．
財

団
債
務
の
額
を
見
積
も
る
こ
と
を
要
す
る
。

第
一
六
二
条
　
〔
財
産
目
録
〕

　
e
　
倒
産
管
財
人
は
倒
産
手
続
の
開
始
の
時
点
に
お
い
て
、
倒
産
財
団

の
目
的
物
お
よ
び
債
務
者
の
債
務
が
掲
げ
ら
れ
か
つ
お
互
い
が
対
照
さ
れ

て
い
る
よ
う
な
整
理
さ
れ
た
目
録
［
o
q
Φ
日
身
曾
o
α
冨
邑
魯
呂
を
作
成
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
．
目
的
物
の
評
価
に
つ
い
て
は
第
一
六
〇
条
第
二
項
を

準
用
し
、
債
務
の
整
理
に
つ
い
て
は
第
一
六
一
条
第
二
項
第
一
文
を
準
用

す
る
。

　
⇔
財
産
目
録
の
作
成
の
後
は
、
倒
産
裁
判
所
は
、
管
財
人
ま
た
は
債

権
者
の
申
立
て
に
基
づ
き
債
務
者
に
対
し
、
財
産
目
録
の
完
全
性
を
宣
誓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
う
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ち

に
代
え
て
保
証
す
る
こ
と
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
〇
四
条
第
二

ち
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

項
、
第
三
項
お
よ
び
第
二
〇
条
第
一
項
第
一
文
、
第
二
文
は
こ
の
場
合

ち
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

に
準
用
す
る
。

第
一
六
三
条
　
〔
事
務
課
に
お
け
る
備
え
置
き
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち

　
財
団
目
的
物
の
一
覧
表
、
債
権
者
表
、
お
よ
び
財
産
目
録
は
、
遅
く
と

輸
鞭
暫
期
印
か
↓
過
跡
静
ゆ
事
務
課
に
お
い
て
関
係
人
の
閲
覧
の
た
め
に

備
え
置
く
こ
と
を
要
す
る
．

第
一
六
四
条
　
〔
商
法
上
お
よ
び
税
法
上
の
計
算
〕

　
e
　
簿
記
と
計
算
に
つ
い
て
の
債
務
者
の
商
法
上
お
よ
び
税
法
上
の
義

務
は
影
響
を
受
け
な
い
。
倒
産
財
団
に
関
し
て
は
倒
産
管
財
人
が
こ
の
義
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務
を
履
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
口
倒
産
手
続
の
開
始
と
共
に
新
た
な
業
務
年
度
が
開
始
す
る
。
た
だ

し
報
告
集
会
ま
で
の
期
間
は
、
決
算
の
作
成
ま
た
は
公
表
に
つ
い
て
の
法

律
上
の
期
間
に
は
算
入
さ
れ
な
い
。

郎
一
六
五
条
　
（
報
告
期
日
〕

　
e
　
倒
産
管
財
人
は
、
報
告
期
日
に
お
い
て
債
務
者
の
経
済
的
状
態
お

よ
び
そ
の
原
因
に
関
し
て
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
管
財
人
は
．
債

務
者
の
企
業
を
全
部
ま
た
は
一
部
に
お
い
て
維
持
す
る
見
込
み
が
あ
る
か

否
か
．
倒
産
計
画
に
つ
き
い
か
な
る
可
能
性
が
あ
る
か
．
ま
た
債
権
者
の

満
足
に
つ
い
て
そ
の
と
き
に
は
い
か
な
る
影
響
が
生
じ
る
か
と
い
う
こ
と

に
つ
き
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
⇔
　
債
務
者
、
債
権
者
委
員
会
、
経
営
協
議
会
お
よ
び
被
用
者
代
表
委

ヘ
　
　
ヤ

員
会
【
9
§
富
3
蔭
響
呂
畠
亀
憲
冨
区
雪
＞
轟
窪
琶
一
．
o
］
は
報
告
期
日

に
お
い
て
管
財
人
の
報
告
の
た
め
に
聴
取
す
る
こ
と
を
要
す
る
。
債
務
者

が
商
業
者
【
騨
且
o
翼
琶
冨
呂
。
二
も
し
く
は
営
業
者
［
O
。
頃
霞
ぎ
“
憲
ぽ
㌣

号
二
ま
た
は
営
農
家
で
あ
る
と
き
に
は
、
工
業
．
商
業
、
手
工
業
、
ま
た

は
農
業
の
権
限
あ
る
職
務
上
の
職
業
代
表
を
も
期
日
に
お
い
て
聴
取
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

第
一
六
六
条
　
〔
手
続
き
の
継
続
に
つ
い
て
の
判
断
〕

　
債
権
者
集
会
は
報
告
期
日
に
お
い
て
債
務
者
の
企
業
を
閉
鎖
す
ぺ
き
か

ま
た
は
仮
に
継
続
す
べ
き
か
を
決
議
す
る
。
債
権
者
集
会
は
管
財
人
に
倒

産
計
画
の
作
成
を
委
託
し
、
ま
た
計
画
の
目
的
を
あ
ら
か
じ
め
提
示
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
優
梅
瀞
簗
会
ゆ
、
ぞ
0
粉
断
か
衝
0
期
跡
に
お
い
で
変

更
歩
ひ
ひ
ど
が
小
ぎ
か
．

第
需
六
七
条
　
〔
判
断
の
前
の
措
置
〕

　
e
　
倒
産
管
財
人
が
報
告
期
日
の
前
に
債
務
者
の
企
業
を
閉
鎖
し
よ
う

と
す
る
と
き
は
、
債
権
者
委
員
会
が
任
命
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の

同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
⇔
　
債
権
者
委
員
会
の
決
議
の
前
、
ま
た
は
債
権
者
委
員
会
が
任
命
さ

れ
て
い
な
い
場
合
に
は
企
業
の
閉
鎖
の
前
に
、
管
財
人
は
債
務
者
に
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち

旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
倒
産
裁
判
所
は
、
閉
鎖
が
倒
産
財
団

み
極
慶
か
漉
少
加
↑
レ
で
鞭
昏
斯
印
由
も
姫
期
ぎ
か
か
ひ
場
含
ゆ
ゆ
、
債

務
者
ま
た
は
債
権
者
委
員
会
の
構
成
員
の
申
立
に
基
づ
き
か
つ
管
財
人
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

審
尋
し
た
後
に
閉
鎖
を
禁
止
す
る
。

　
白
第
輔
項
お
よ
び
第
二
項
は
、
管
跡
た
が
鞭
缶
期
印
分
前
袴
企
業
勢

か
ゆ
企
業
み
継
続
か
か
め
に
必
要
加
臣
的
粉
ひ
譲
渡
い
卦
が
ど
事
ひ
勢
合

ヤ
　
　
う
　
　
へ
　
　
ち

に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
規
定
に
反
し
て
も
譲
渡
の
効
力
は
影
響
を
受

け
な
い
。

第
一
六
八
条
　
〔
倒
産
財
団
の
換
価
〕

　
倒
産
管
財
人
は
、
債
権
者
集
会
の
決
議
が
反
対
し
な
い
限
り
．
報
告
期

日
の
後
遅
滞
な
く
倒
産
財
団
に
属
す
る
財
産
を
換
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。第

一
六
九
条
　
〔
特
別
に
意
味
の
あ
る
法
律
的
行
為
〕

　
e
　
倒
産
管
財
人
が
倒
産
手
続
に
と
っ
て
特
別
の
意
味
を
有
す
る
法
律

的
行
為
を
な
そ
う
と
す
る
と
き
は
、
債
権
者
委
員
会
の
同
意
を
得
な
け
れ

ぽ
な
ら
な
い
．
債
権
者
委
員
会
が
任
命
さ
れ
て
い
な
い
と
き
は
、
債
権
者
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集
会
の
同
意
を
得
る
こ
と
を
要
す
る
．

　
⇔
　
第
一
項
に
よ
る
同
意
は
と
く
に
以
下
の
場
合
に
必
要
と
す
る
．

　
一
、
事
業
組
織
体
、
全
倉
庫
商
品
、
自
由
に
取
得
す
る
［
窪
の
ヰ
①
尋

頃
導
巳
不
動
産
．
継
続
的
な
結
合
の
創
設
が
こ
の
企
業
の
た
め
に
な
る
べ

き
他
の
企
業
に
つ
い
て
の
債
務
者
の
持
ち
分
、
ま
た
は
回
帰
的
収
入
に
関

す
る
権
利
が
譲
渡
さ
れ
る
ぺ
き
場
合

　
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
ニ
、
倒
産
財
団
の
重
大
な
負
担
と
な
る
借
入
が
な
さ
れ
る
べ
き
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヤ

　
三
、
高
額
の
訴
額
の
訴
訟
を
な
し
た
り
ま
た
は
受
継
す
る
場
合
、
そ
の

よ
う
な
訴
訟
の
受
継
を
拒
絶
す
る
場
合
、
ま
た
は
そ
の
よ
う
な
訴
訟
の
収

拾
や
回
避
の
た
め
に
和
解
ま
た
は
仲
裁
契
約
を
締
結
す
べ
き
場
合

第
一
七
〇
条
　
〔
法
律
的
行
為
の
仮
の
差
止
め
〕

　
第
U
六
九
条
の
場
合
に
お
い
て
は
、
倒
産
管
財
人
は
．
不
利
益
な
遅
延

を
生
じ
る
こ
と
な
く
そ
れ
が
可
能
な
場
合
に
は
、
債
権
者
委
員
会
ま
た
は

債
権
者
集
会
の
決
議
の
前
に
、
債
務
者
に
そ
の
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
債
権
者
集
会
が
そ
の
同
意
を
与
え
な
い
と
き
は
、
倒
産
裁
判
所

は
、
債
務
者
ま
た
は
第
八
一
条
第
一
項
第
二
号
ま
た
は
第
三
号
に
掲
げ
ら

れ
た
債
権
者
の
多
数
の
申
立
て
に
よ
り
、
か
つ
管
財
人
を
審
尋
し
た
後
に
、

法
律
的
行
為
の
実
施
を
仮
に
差
止
め
か
つ
そ
の
実
施
に
つ
き
決
議
す
る
債

権
者
集
会
を
招
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
七
繭
条
　
〔
法
律
的
行
為
の
有
効
性
〕

　
第
一
六
九
条
ま
た
は
第
一
七
〇
条
の
違
反
に
よ
っ
て
は
法
律
的
行
為
の

有
効
性
は
影
響
を
受
け
な
い
。

第
一
七
二
条
　
〔
特
別
受
益
者
へ
の
事
業
組
織
体
の
譲
渡
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ

　
e
　
事
業
組
織
体
の
譲
渡
は
、
譲
受
人
ま
た
は
資
本
に
つ
き
少
な
く
と

も
五
分
の
一
に
つ
き
資
本
参
加
し
て
い
る
者
が
以
下
の
者
で
あ
る
場
合
に

は
、
倒
産
計
画
に
基
づ
い
て
の
み
許
さ
れ
る
。

　
や
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ

　
一
、
債
務
者
と
緊
密
な
関
係
に
あ
る
者
（
第
一
四
三
条
な
い
し
第
一
四
五

へ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
ヘ

条
）
に
属
し
て
い
る
場
合

　
二
、
ぞ
み
別
除
権
が
全
別
除
権
の
価
額
の
五
分
の
一
に
達
す
る
卦
か
加

別
除
梅
な
存
か
ひ
働
権
瀞
呑
み
か
場
合
ま
た
は

　
三
、
そ
の
債
権
が
全
非
劣
後
的
倒
産
債
権
者
の
債
権
の
価
額
の
五
分
の

一
に
達
す
る
よ
う
な
非
劣
後
的
倒
産
債
権
者
で
あ
る
場
合

　
⇔
　
倒
産
管
財
人
が
事
業
組
織
体
を
計
画
な
く
し
て
譲
渡
し
よ
う
と
す

る
と
き
は
．
第
一
六
九
条
に
よ
る
債
権
者
委
員
会
ま
た
は
債
権
者
集
会
の

同
意
を
得
る
場
合
、
第
一
項
の
要
件
が
な
い
こ
と
を
個
別
的
に
説
明
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
う
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
う

　
㊧
あ
る
者
に
従
属
し
て
い
る
企
業
ま
た
は
第
三
者
が
そ
の
者
ま
た
は

ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

そ
れ
に
従
属
し
て
い
る
企
業
の
計
算
の
た
め
に
譲
受
人
に
参
加
し
て
い
る

ち
　
　
へ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち

と
き
は
、
そ
の
者
も
第
一
項
の
意
味
に
お
い
て
譲
受
人
に
資
本
参
加
し
て

ヤ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ

い
る
者
と
す
る
。

第
脚
七
三
条
　
〔
価
格
以
下
で
の
事
業
組
織
体
譲
渡
〕

　
e
債
務
者
ま
た
は
第
八
一
条
第
一
項
第
二
号
ま
た
は
第
三
号
に
掲
げ

ら
れ
た
債
権
者
の
多
数
の
申
立
て
に
よ
り
、
か
つ
倒
産
管
財
人
を
審
尋
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ

た
後
、
倒
産
裁
判
所
は
、
申
立
人
が
他
の
譲
受
人
へ
の
事
業
組
織
体
の
譲

ヤ
　
ヤ
　
ヘ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ち
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ

渡
の
方
が
倒
産
財
団
に
と
っ
て
よ
り
有
利
で
あ
ろ
う
こ
と
を
疎
明
し
た
場

合
に
は
、
事
業
組
織
体
の
計
画
さ
れ
て
い
る
譲
渡
は
倒
産
計
画
に
基
づ
い
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て
の
み
許
さ
れ
る
旨
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
⇔
　
申
立
て
に
よ
り
申
立
人
に
費
用
が
生
じ
た
と
き
は
、
裁
判
所
の
命

令
が
な
さ
れ
た
と
き
に
は
直
ち
に
沸
こ
の
費
用
を
倒
産
財
団
か
ら
償
還
す

る
こ
と
を
請
求
す
る
権
利
を
有
す
る
。

第
一
七
四
条
　
〔
事
業
組
織
体
譲
渡
に
つ
い
て
の
好
機
の
証
明
〕

　
別
除
権
を
有
す
る
債
権
者
、
倒
産
債
権
者
、
債
務
者
ま
た
は
債
務
者
に

資
本
参
加
し
て
い
る
者
が
倒
産
管
財
人
に
事
業
組
織
体
の
譲
渡
に
つ
い
て

の
好
機
［
O
o
一
農
3
ぎ
三
を
証
明
し
た
と
き
、
譲
渡
が
そ
の
証
明
の
結
果

な
き
れ
た
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
者
は
証
明
に
よ
っ
て
生
じ
た
費
用
の
倒

産
財
団
か
ら
の
償
還
を
請
求
す
る
権
利
を
有
す
る
。
譲
渡
が
倒
産
計
画
に

基
づ
い
て
生
じ
た
場
合
に
も
ま
た
同
じ
で
あ
る
。

第
一
七
五
条
　
〔
企
業
譲
渡
〕

　
事
業
組
織
体
の
譲
渡
に
関
す
る
規
定
は
、
企
業
の
全
部
、
企
業
部
分
、

ま
た
は
事
業
組
織
体
部
分
の
譲
渡
に
も
こ
れ
を
準
用
す
る
。

第
一
七
六
条
　
〔
不
動
産
の
換
価
〕

　
倒
産
管
財
人
は
管
轄
権
あ
る
裁
判
所
に
お
い
て
、
倒
産
財
団
の
不
動
産

の
強
制
競
売
ま
た
は
強
制
管
理
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
七
七
条
　
〔
強
制
競
売
の
仮
の
停
止
〕

　
e
　
別
除
権
を
有
す
る
債
権
者
が
倒
産
財
団
の
不
動
産
の
強
制
競
売
を

申
し
立
て
た
と
き
は
、
倒
産
裁
判
所
は
、
以
下
の
場
合
に
は
、
倒
産
管
財

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

人
の
申
立
て
に
基
づ
き
競
売
手
続
の
仮
の
停
止
を
命
じ
る
。

　
一
，
報
告
期
日
が
目
前
に
迫
っ
て
い
る
場
合

　
二
、
目
的
物
が
報
告
期
日
の
結
果
、
企
業
の
継
続
の
た
め
ま
た
は
事
業

組
織
体
も
し
く
は
目
的
物
の
そ
の
他
の
総
体
の
譲
渡
の
準
備
に
と
っ
て
必

要
と
さ
れ
る
場
合
、
ま
た
は

　
三
、
そ
の
他
、
競
売
に
よ
っ
て
は
倒
産
財
団
の
妥
当
な
換
価
が
極
度
に

困
難
に
な
る
で
あ
ろ
う
場
合

　
⇔
裁
判
所
の
裁
判
の
前
に
は
申
立
を
し
た
債
権
者
を
審
尋
す
る
こ
と

を
要
す
る
。
債
権
者
の
経
済
的
な
関
係
を
考
慮
す
る
と
仮
の
停
止
が
こ
の

者
に
と
っ
て
期
待
で
き
な
い
場
合
に
は
、
申
立
て
を
拒
絶
す
る
こ
と
を
要

す
る
。
裁
判
所
の
裁
判
に
対
し
て
は
、
管
財
人
お
よ
び
債
権
者
は
即
時
抗

告
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

第
階
七
八
条
　
〔
債
権
者
の
保
護
〕

　
げ
　
仮
の
停
止
は
、
申
立
僚
権
瀞
に
鯨
い
、
負
担
さ
れ
た
利
息
を
報
告

期
日
後
の
期
間
に
つ
き
継
続
し
て
、
そ
の
満
期
の
到
来
後
二
週
間
以
内
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

倒
産
財
団
か
ら
支
払
う
べ
き
旨
の
負
担
と
共
に
命
じ
る
こ
と
を
要
す
る
。

競
売
手
続
が
事
で
に
働
産
争
続
み
隣
姶
か
前
心
簗
、
一
一
、
秦
み
命
令
め
基
が

ヤ
　
ヤ
　
ヘ
　
ヤ
　
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
ヤ
　
　
　
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ

い
て
仮
に
停
止
さ
れ
て
い
た
と
き
に
は
、
利
息
の
支
払
い
は
遅
く
と
も
最

初
み
仮
み
停
血
み
轡
寡
ひ
経
か
陣
蔚
か
ひ
命
ひ
ひ
ひ
ど
ひ
要
ナ
ひ
．

　
ヤ
　
　
　
　
ヘ
　
ヤ
　
ち
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ち
　
ヤ
　
ち
　
ち
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
　
　
　
ヤ
　
ヤ
　
ち

　
⇔
　
不
動
産
が
倒
産
財
団
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
る
と
き
は
、
倒
産
裁

粉
所
慶
串
立
働
梅
者
0
串
血
で
に
基
づ
ぎ
ぎ
か
ゆ
、
坐
ひ
ひ
価
僚
費
央
幽

競
売
手
続
み
停
血
か
か
、
働
権
巻
鱒
み
働
爵
財
団
か
ひ
0
継
続
的
か
支
払

ヤ
　
ヤ
　
ち
　
ヤ
　
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
ヘ
　
ヤ
　
ヤ
　
　
ち
　
ヤ
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ

い
に
よ
っ
て
償
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
を
命
ず
る
。

替
働
梅
み
顧
お
卦
び
不
動
産
み
価
値
か
ひ
び
に
ぞ
み
侮
み
旬
抵
か
ひ

み
で
競
売
売
上
金
か
ひ
み
管
梅
者
0
瀞
足
が
期
律
熟
ぎ
な
い
ど
ぎ
ゆ
．
第

ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

一
項
お
よ
び
第
二
項
は
適
用
し
な
い
。
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ヤ
　
　
ち

第
鼎
七
九
条
　
〔
命
令
の
取
消
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
e
　
倒
産
裁
判
所
は
、
停
止
に
つ
い
て
の
要
件
が
欠
け
た
場
合
、
第
一

廿
ん
条
P
卦
ひ
貸
撞
が
無
椥
ぎ
か
か
場
合
、
ま
た
は
倒
産
管
財
人
が
取
消

に
同
意
し
た
場
合
に
は
、
申
立
債
権
者
の
申
立
て
に
基
づ
き
仮
み
停
血
か

ヤ
　
　
ヤ

命
令
を
取
消
す
。

　
⇔
　
裁
判
所
の
裁
判
の
前
に
は
倒
産
管
財
人
を
審
尋
す
る
こ
と
を
要
す

る
。
そ
の
裁
判
に
対
し
て
は
債
権
者
お
よ
び
管
財
人
は
即
時
抗
告
を
な
す

こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
㊧
　
取
消
が
生
じ
な
い
場
合
は
、
命
令
の
効
力
は
倒
産
手
続
の
終
了
と

共
に
消
滅
す
る
。

第
一
八
O
条
　
〔
強
制
管
理
の
仮
の
停
止
〕

　
e
　
別
除
権
を
有
す
る
債
権
者
が
倒
産
財
団
の
不
動
産
の
強
制
管
理
を

申
立
て
．
か
か
瞼
掛
管
理
ゆ
お
ウ
で
財
阻
み
経
済
的
P
意
蜘
分
み
ひ
使
暦

が
極
慶
ゆ
凶
難
ゆ
加
ひ
ど
ぎ
ゅ
、
働
産
裁
判
所
は
倒
産
管
財
人
の
申
立
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
う
　
　
ヤ

に
基
づ
き
強
制
管
理
手
続
を
全
部
ま
た
は
一
部
停
止
す
る
こ
と
を
命
ず
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
⇔
　
停
止
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
申
立
債
権
者
に
生
じ
る
不
利
益
を
財
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
　
う

か
ら
の
継
続
的
な
支
払
い
に
よ
っ
て
償
う
べ
き
旨
の
負
担
と
共
に
命
じ
る

ヘ
　
　
ヤ

こ
と
を
要
す
る
坊

　
㊧
　
裁
判
所
の
裁
判
の
前
に
は
、
強
制
管
理
人
お
よ
び
申
立
債
権
者
を

審
尋
す
る
こ
と
を
要
す
る
。
こ
の
裁
判
に
対
し
て
は
管
財
人
お
よ
び
債
権

者
は
即
時
抗
告
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
停
止
の
取
消
に
つ
い
て
は
第
一

七
九
条
を
準
用
す
る
。

第
一
八
一
条
　
〔
動
産
の
換
価
〕

　
e
　
倒
産
管
財
人
は
、
別
除
権
が
生
じ
て
い
る
動
産
を
、
そ
の
物
に
つ

き
占
有
を
有
し
て
い
る
と
き
に
は
自
ら
換
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ぬ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
⇔
管
財
人
は
、
債
権
譲
渡
が
第
三
債
務
者
に
通
知
さ
れ
て
い
な
い
場

ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

合
に
は
、
債
務
者
が
請
求
権
の
担
保
の
た
め
に
譲
渡
し
た
債
権
を
取
立
て

ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

ま
た
は
他
の
方
法
で
換
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

第
一
八
一
条
a
　
〔
債
権
者
へ
の
通
知
〕

　
侍
　
働
爵
管
財
た
が
箭
↓
ル
判
条
箭
↓
項
ゆ
か
伊
で
動
爵
0
蜘
価
か
梅

ヤ
　
　
ヘ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

利
を
有
す
る
と
き
は
．
別
除
権
を
有
す
る
債
権
老
に
対
し
そ
の
請
求
に
基

ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ

づ
き
そ
の
物
の
状
況
に
つ
き
情
報
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
管
財
人

ヤ
　
　
　
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

は
、
情
報
に
代
え
て
債
権
者
に
そ
の
物
を
点
検
す
る
［
ぎ
馨
鐸
茜
雪
］
こ
と

ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ

を
許
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
ち
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ち

　
⇔
管
財
人
が
第
｝
八
｝
条
第
二
項
に
よ
り
債
権
の
取
立
て
の
権
利
を

ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
へ

有
す
る
と
き
は
、
別
除
権
を
有
す
る
債
権
者
に
対
し
そ
の
要
求
に
基
づ
き

ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
セ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ち
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

そ
の
債
権
に
関
し
情
報
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
管
財
人
は
、
情
報

ヤ
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
や
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち

に
代
え
て
、
債
権
者
に
債
務
者
の
帳
簿
お
よ
び
業
務
用
書
類
を
閲
覧
す
る

ヤ
　
　
う
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ち

こ
と
を
許
す
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
八
二
条
　
〔
債
権
者
の
買
取
権
〕

　
e
倒
産
管
財
人
は
、
第
一
八
一
条
に
よ
っ
て
そ
の
換
価
の
権
利
を
有

す
る
目
的
物
を
第
三
者
に
譲
渡
す
る
前
に
は
、
別
除
権
を
有
す
る
債
権
者

に
意
図
し
て
い
る
譲
渡
の
条
件
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
倒
産
管

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち

財
人
は
、
目
的
物
を
こ
の
条
件
で
債
権
者
に
譲
り
渡
す
こ
と
を
提
案
し
、

か
つ
こ
の
提
案
の
受
諾
に
つ
き
適
切
な
期
間
を
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

管
財
人
が
こ
れ
を
遵
守
し
た
と
き
は
、
債
権
者
は
、
譲
渡
さ
れ
た
目
的
物
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の
価
値
は
譲
渡
の
時
点
で
は
換
価
金
よ
り
も
高
価
で
あ
っ
た
旨
を
主
張
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
⇔
　
第
一
項
は
以
下
の
譲
渡
に
は
適
用
し
な
い
。

　
一
、
企
業
の
継
続
に
際
し
て
の
継
続
的
取
引
の
枠
内
に
お
け
る
も
の

　
二
、
事
業
組
織
体
雲
た
は
目
的
物
の
そ
の
他
の
総
体
に
つ
い
て
の
も
の

　
三
、
公
的
競
売
の
方
法
に
よ
る
も
の

　
ち
　
　
　
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
へ

　
㊧
　
第
二
項
の
場
合
に
お
い
て
は
管
財
人
は
、
別
除
権
を
有
す
る
債
権

者
に
対
し
譲
渡
の
前
に
も
い
か
な
る
方
法
に
お
い
て
目
的
物
を
譲
渡
す
る

か
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
債
権
者
が
短
期
間
の
う
ち
に
管
財
人

　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ち

に
対
し
て
よ
り
有
利
な
換
価
の
可
能
性
を
示
し
た
と
き
は
、
管
財
人
は
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ

の
可
能
性
を
利
用
す
る
か
、
ま
た
は
債
権
者
を
そ
の
者
が
そ
れ
を
利
用
し

ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ

た
で
あ
ろ
う
と
同
様
の
地
位
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
閣
八
三
条
　
〔
換
価
の
遅
延
に
対
す
る
債
権
者
の
保
護
〕

　
e
　
倒
産
管
財
人
は
第
一
八
一
条
に
よ
り
そ
の
換
価
の
権
利
を
有
す
る

目
的
物
を
、
報
告
期
日
が
行
わ
れ
た
と
き
に
は
遅
滞
な
く
換
価
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
．
目
的
物
が
企
業
の
継
続
ま
た
は
事
業
組
織
体
も
し
く
は
目

的
物
の
そ
の
他
の
総
体
の
譲
渡
の
準
備
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
場
合
に

は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

　
⇔
　
債
権
者
の
申
立
て
に
基
づ
き
か
つ
管
財
人
の
審
尋
の
後
に
．
倒
産

裁
判
所
は
、
管
財
人
が
目
的
物
を
換
価
す
べ
き
期
間
を
定
め
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
の
際
に
は
裁
判
所
は
．
換
価
の
遅
延
に
際
し
て
債
権
者
に
つ
き

そ
の
経
済
的
関
係
を
考
慮
し
た
場
合
に
生
じ
る
不
利
益
を
も
考
慮
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
期
日
が
徒
過
し
た
後
は
管
財
人
は
も
は
や
換
価
の
権
利

を
有
し
な
い
。

　
　
　
へ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
も
　
　
へ
　
　
ち
　
　
へ
　
　
ヘ
　
　
ヤ

　
㊧
　
目
的
物
が
換
価
さ
れ
な
い
限
り
、
債
権
者
に
は
報
告
期
日
か
ら
継

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

続
的
に
負
担
さ
れ
て
い
る
利
息
を
財
団
か
ら
支
払
う
こ
と
を
要
す
る
。
債

ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち

権
者
が
倒
産
手
続
の
開
始
の
前
に
既
に
第
二
二
条
に
よ
る
命
令
に
基
づ
き

ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

目
的
物
の
換
価
を
妨
げ
ら
れ
て
い
る
と
き
は
、
負
担
さ
れ
て
い
る
利
息
は

ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ぬ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ

遅
く
と
も
こ
の
命
令
の
後
三
月
を
経
た
時
点
か
ら
支
払
う
こ
と
を
要
す
る
。

ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

第
一
文
お
よ
び
第
二
文
は
、
債
権
の
額
、
目
的
物
の
価
値
お
よ
び
そ
の
他

の
負
担
か
ら
み
て
換
価
金
か
ら
の
債
権
者
の
満
足
が
期
待
で
き
な
い
か
ぎ

ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヘ

り
適
用
し
な
い
。

第
一
八
四
条
　
〔
売
上
金
の
分
配
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
ち
　
　
へ

　
e
倒
産
管
財
人
に
よ
る
動
産
ま
た
は
債
権
の
換
価
の
後
は
、
換
価
金

か
ら
、
目
的
物
の
確
定
・
維
持
・
換
価
の
費
用
を
倒
産
財
団
の
た
め
に
他

に
先
立
っ
て
控
除
す
る
こ
と
を
要
す
る
。
残
余
の
金
額
か
ら
は
遅
滞
な
く

別
除
権
を
有
す
る
債
権
者
が
満
足
を
受
け
る
こ
と
を
要
す
る
。

　
⇔
倒
産
管
財
人
が
第
㎝
八
一
条
に
よ
っ
て
そ
の
換
価
の
権
利
を
有
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

る
目
的
物
を
債
権
者
に
換
価
の
た
め
に
引
き
渡
し
た
と
き
は
．
こ
の
者
は

そ
の
得
ら
れ
た
換
価
金
か
ら
確
定
お
よ
び
維
持
の
費
用
の
金
額
に
応
じ
た

額
を
他
に
先
立
っ
て
財
団
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
八
五
条
　
〔
費
用
分
担
金
の
算
定
〕

　
e
目
的
物
お
よ
び
こ
の
物
の
上
の
権
利
の
確
定
の
費
用
と
し
て
は
、

　
一
括
し
て
換
価
金
の
一
〇
〇
分
の
五
と
す
る
。

　
⇔
　
維
持
の
費
用
と
し
て
は
、
倒
産
財
団
に
対
し
現
実
に
生
じ
か
つ
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
ち
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ

的
物
の
維
持
ま
た
は
必
要
な
改
良
の
た
め
に
別
除
権
を
有
す
る
債
権
者
の
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ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

利
益
に
お
い
て
も
必
要
で
あ
っ
た
費
用
の
み
を
考
慮
す
る
こ
と
を
要
す
る
。

　
㊧
　
換
価
の
費
用
と
し
て
は
一
括
し
て
換
価
金
の
一
〇
〇
分
の
五
と
す

る
。
現
実
に
生
じ
た
換
価
の
た
め
に
要
し
た
費
用
が
極
度
に
低
額
ま
た
は

高
額
で
あ
っ
た
と
き
は
、
こ
の
費
用
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
ヤ

第
一
八
六
条
　
〔
動
産
の
そ
の
他
の
使
用
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
e
　
倒
産
管
財
人
は
、
そ
れ
に
つ
き
換
価
の
権
利
を
有
す
る
動
産
を
倒

産
財
団
の
た
め
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
価

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

値
の
喪
失
は
．
別
除
権
を
有
す
る
債
権
者
の
担
保
を
害
す
る
限
り
、
倒
産

ヤ
　
　
る
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち

手
続
の
開
始
か
ら
倒
産
財
団
か
ら
債
権
者
へ
の
継
続
的
な
支
払
に
よ
っ
て

償
う
こ
と
を
要
す
る
。
こ
の
補
償
支
払
の
義
務
は
、
管
財
人
が
債
権
者
に

同
価
値
の
代
償
担
保
を
立
て
た
場
合
に
は
消
滅
す
る
。

　
⇔
　
管
財
人
は
、
別
除
権
を
有
す
る
債
権
者
に
前
も
っ
て
同
価
値
の
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

償
担
保
を
立
て
る
場
合
に
は
．
そ
の
よ
う
な
物
を
倒
産
財
団
の
た
め
に
消

費
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
㊧
　
管
財
人
は
そ
の
よ
う
な
物
を
付
合
・
混
和
・
加
工
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
別
除
権
を
有
す
る
債
権
者
の
担
保
が
侵
害
さ
れ
る

と
き
は
、
管
財
人
は
前
も
っ
て
同
価
値
の
代
償
担
保
を
立
て
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
他
の
物
に
つ
い
て
債
権
者
の
権
利
が
存
続
す
る
と
き
は
、
債
権

者
は
新
た
な
担
保
を
、
そ
れ
が
従
来
の
担
保
の
価
値
を
越
え
る
限
り
解
放

L
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
八
七
条
　
〔
代
償
担
保
〕

　
e
　
倒
産
管
財
人
淋
債
権
者
に
第
一
八
六
条
に
よ
り
代
償
担
保
を
立
て

よ
う
と
す
る
と
き
は
、
債
権
者
に
対
し
書
面
に
よ
り
．
い
か
な
る
目
的
物

を
代
償
担
保
と
す
る
か
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
⇔
　
通
知
の
到
着
後
二
週
間
以
内
に
債
権
者
は
、
倒
産
裁
判
所
に
代
償

担
保
は
同
価
値
で
は
な
い
こ
と
の
確
認
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の

期
間
は
、
管
財
人
が
債
権
者
に
書
面
で
申
立
権
お
よ
び
期
間
を
指
摘
し
た

場
合
に
の
み
進
行
を
開
始
す
る
。
申
立
て
に
関
し
て
は
裁
判
所
が
管
財
人

を
審
尋
し
た
後
に
裁
判
す
る
。

　
㊧
　
債
権
者
が
申
立
て
を
し
な
い
と
き
は
、
提
示
さ
れ
た
代
償
担
保
は

同
価
値
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

第
一
八
八
条
　
〔
動
産
目
的
物
の
引
渡
〕

　
e
　
別
除
権
が
生
じ
て
お
り
か
つ
倒
産
管
財
人
の
占
有
に
な
い
動
産
が

管
財
人
の
事
務
遂
行
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
き
は
、
倒
産
裁
判
所
は
管

財
人
の
申
立
て
に
基
づ
き
、
か
つ
債
権
者
を
審
尋
し
た
後
に
そ
の
物
を
管

財
人
に
引
渡
す
ぺ
き
旨
を
命
じ
る
。

　
ヤ
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ち

　
⇔
　
別
除
権
が
生
じ
て
い
る
権
利
が
管
財
人
の
事
務
遂
行
の
た
め
に
必

ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ

要
で
あ
る
と
き
は
、
裁
判
所
は
管
財
人
の
申
立
て
に
基
づ
き
．
管
財
人
は

ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

そ
の
権
利
を
倒
産
財
団
の
た
め
に
使
用
で
き
る
こ
と
を
命
じ
る
。

　
ち
　
　
　
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
㊧
管
財
人
は
目
的
物
を
換
価
す
る
権
利
を
有
す
る
。
第
一
八
一
条
a

ヨ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ

な
い
し
第
一
八
七
条
は
こ
の
場
合
に
準
用
す
る
。
確
定
の
費
用
は
徴
収
し

な
い
。

第
幽
八
九
条
　
〔
債
権
者
に
よ
る
換
価
〕

　
e
　
倒
産
管
財
人
が
別
除
権
の
生
じ
て
い
る
動
産
ま
た
は
権
利
の
換
価

の
権
利
を
有
し
て
い
な
い
限
り
、
債
権
者
の
換
価
に
つ
い
て
の
権
利
は
影

響
を
受
け
な
い
。
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⇔
　
管
財
人
の
申
立
て
に
基
づ
き
、
か
つ
債
権
者
を
審
尋
し
た
後
に
倒

産
裁
判
所
は
．
債
権
者
が
目
的
物
を
換
価
す
べ
き
期
間
を
定
め
る
こ
と
が

で
き
る
．
そ
の
期
間
の
徒
過
に
よ
り
管
財
人
は
換
価
の
権
利
を
有
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
も

第
噺
九
〇
条
　
（
空
欄
）
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